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ちょうどいいから 住みやすい！〜市民と広げるまちへの誇りと愛着〜

土崎港曳山まつり

令和５年５月の１人１日当たりの家庭系ごみ
排出量(資源化物･水銀含有ごみを除く)＝

▶令和５年４月〜５月の排出量累計から算出
503

令和７年度
(2025)
までの
減量目標
480グラム

みんなで
ごみ減量

環境都市推進課
☎(888)5706

14 育児／情報チャンネルa
６ 市役所からのお知らせ

２ 市長コラム

４ 令和５年度 秋田市功労者
３ 土崎港曳山まつり

秋田を代表して｢竿燈まつり｣が参加

秋
田
市
の
夏
祭
り

！

夏
本
番

東北絆まつり(６月17･18日 青森市)

７月20日(木)･21日(金)
３ページに特集記事

竿燈まつり
８月３日(木)▶６日(日)

雄
物
川
花
火
大
会

８
月
11
日
(金)

青
森
の
空
に
稲
穂
が
揺
れ
た
！

東
北
絆
ま
つ
り

お
楽
し
み
は
こ
れ
か
ら

ぞ
く
ぞ
く
登
場



◆市長の動向などは、市ホームページでお伝えしています。https://www.city.akita.lg.jp

２

秋田市長 ● 穂積 志(もとむ)

市長コラム

　

例
年
、
春
か
ら
夏
へ
の
季
節
の
変
わ

り
目
を
予
感
さ
せ
る
さ
わ
や
か
な
風
が

吹
き
、
太
陽
の
光
が
輝
き
を
増
し
て
く

る
と｢

新
屋
の
鹿
嶋
祭｣

の
こ
と
を
考
え

ま
す
。
こ
ど
も
の
頃
か
ら
慣
れ
親
し
ん

だ
行
事
ほ
ど
、
四
季
の
移
ろ
い
や
そ
の

と
き
ど
き
の
季
節
感
と
強
く
結
び
つ
い

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
先
日
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
４
年
ぶ
り
の
開

催
で
し
た
が
、
活
気
に
あ
ふ
れ
た
祭
り

を
私
も
十
分
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　

鹿
嶋
祭
は
、
本
市
の
無
形
民
俗
文
化

財
で
、
地
域
の
20
の
町
内
会
と
栗
田
支

援
学
校
が
参
加
し
、
太
鼓
や
笛
の
音
を

響
か
せ
な
が
ら
、
無
病
息
災
や
家
内

安
全
な
ど
の
願
い
を
込
め
た
山
車｢

鹿

嶋
船｣

を
出
し
て
町
内
を
練
り
歩
き
ま

す
。
船
に
は
各
家
々
の
厄
災
を
移
し
た

武
者
人
形
や
手
作
り
の
鹿
嶋
人
形
、
ア

ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
人
形
な
ど
が
載

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
秋
田
公
立
美
術
大
学
の
学
生

も
参
加
し
、
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

も
随
分
に
ぎ
や
か
な
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
私
の
世
代
に
は
ア
ン
パ
ン
マ
ン
や

ド
ラ
え
も
ん
な
ら
馴
染
み
が
あ
り
ま
す

が
、｢

ち
い
か
わ｣

と
か｢

カ
ー
ビ
ィ｣

な

ど
初
め
て
目
に
す
る
も
の
も
多
く
、
時

代
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
ま
し
た
。

　

私
の
記
憶
で
は
、
小
学
校
高
学
年
に

な
る
と
初
め
て
家
紋
の
入
っ
た
幟の

ぼ
り

を
持

つ
こ
と
が
で
き
、
菓
子
袋
を
も
ら
っ
た

り
笹
巻
き
や
柏
餅
を
食
べ
て
、
ち
ょ
っ

と
だ
け
大
人
に
近
づ
い
た
よ
う
な
気
持

ち
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

地
域
の
交
流
の
場
で
あ
り
、
こ
ど
も

た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
祭
り
で

す
が
、
こ
こ
に
も
少
子
化
の
波
は
押
し

寄
せ
て
い
ま
す
。
私
が
育
っ
た
昭
和
30

〜
40
年
代
は
、
人
口
増
加
と
市
街
地
の

拡
大
の
時
代
で
し
た
が
、
今
は
逆
に
少

子
化
な
ど
に
よ
り
小
中
学
校
の
統
廃
合

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
の
母

校
で
あ
る
日
新
小
学
校
の
児
童
数
を
調

べ
て
み
る
と
、
私
が
６
年
生
だ
っ
た
昭

和
44
年
度
は
１
千
627
人
、
令
和
５
年
度

は
767
人
で
ほ
ぼ
半
減
。
市
内
全
域
で
み

て
も
２
万
512
人
か
ら
１
万
２
千
753
人
と

約
４
割
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

鹿
嶋
祭
に
限
ら
ず
、
今
は
伝
統
文
化

を
絶
や
す
ま
い
と
い
う
地
域
の
人
た
ち

の
熱
意
で
地
域
の
お
祭
り
な
ど
が
脈
々

と
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
私

た
ち
世
代
の
責
務
と
し
て
、
こ
ど
も
た

ち
に
伝
え
後
継
者
を
育
て
る
た
め
に
、

地
域･

行
政･

学
校･

企
業･

文
化
団
体
な

ど
の
連
携
を
さ
ら
に
強
め
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
風
土
や
歴
史
が
染
み

こ
ん
だ
地
域
に
伝
わ
る
文
化
を
、
こ
ど

も
た
ち
か
ら
遠
く
の
も
の
に
し
て
は
い

け
な
い
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

つ
い
先
頃
は
、
受
け
継
が
れ
て
き
た

東
北
を
代
表
す
る
祭
り
が
勢
揃
い
す
る

東
北
絆
ま
つ
り
が
青
森
市
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
で
犠
牲
に

な
っ
た
か
た
の
鎮
魂
と
震
災
か
ら
の
復

興
を
願
っ
た｢

六
魂
祭｣

と
合
わ
せ
ち
ょ

う
ど
２
巡
し
た
こ
と
に
な
り
、
改
め
て

時
の
流
れ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
土
崎
港
曳
山
ま
つ
り
や
竿

燈
ま
つ
り
、
雄
物
川
花
火
な
ど
本
格
的

な
夏
祭
り
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す

が
、
今
年
は
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
想
い

つ
つ
存
分
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

鹿
嶋
祭
と
伝
統
文
化

４年ぶりに開催された鹿嶋祭にて(６月11日)
ユネスコ無形文化遺産
国指定重要無形民俗文化財



　広報あきた　2023年７月７日号３

各町内の曳山運行
神

み

輿
こ し

渡御
御幸曳山の開始
各町内が順番に
穀保町を出発し、本町通り
を進みます
戻り曳山の開始
相染町から各町内をめざ
し、曳山が出発します

8:00
10:20
12:30

20:00

8:00

19:00

20:00

〜

21日(金) 例祭20日(木) 宵宮祭

問い合わせ▶土崎港曳山まつり実行委員会☎(845)2264…まつり当日は総合本部☎(846)6750 

ユネスコ無形文化遺産
国指定重要無形民俗文化財

土崎港曳山まつり

土崎神明社例祭

７/20(木)･21(金)

土崎港曳山まつり

土崎神明社例祭

＊今年は26台の曳山が運行することから、例年よりかなりの混雑が予想されますので、
ご協力をお願いします。

   ■ 交通規制にご協力をお願いします

■本町通りと中央通り▶20日9:00〜22:00 ▶21日9:00〜24:00
■神明社前▶20日9:00〜22:00 ▶21日9:00〜24:00
■本舎前▶20日9:00〜15:00
■一心亭(土崎港南二丁目)〜ローソン土崎港南二丁目店▶21日9:00〜12:00
■一心亭〜穀保町〜旧国道入口▶21日9:00〜16:00
■土崎駅入口〜飯島三叉路▶21日12:00〜24:00

通
行
止
め
の
通
り
と
時
間

　曳山まつりの両日とも9:00か
ら21:00まで開館します。入館
無料。まつりの観覧に合わせ、
高さ11.5㍍の迫力ある曳山をぜ
ひご覧ください。
●問い合わせ▶土崎みなと歴史伝承館☎(838)4244

無料の臨時駐車場から無料シャトルバスを運行 土崎みなと歴史伝承館の
開館時間を夜９時まで延長

運行時間

〜

各町内の曳山運行
各町内の郷社参りなど
ふれあい曳山
総合本部周辺、郷社通り
周辺などを会場に曳山の
体験ができます

今年は26台の曳山が運行！

　曳山まつり両日、車でお越しのかたは、①道の駅あ

きた港駐車場、②秋田港駅駐車場、③旧チャレンジオ
フィスあきた駐車場(土崎みなと歴史伝承館裏)をご利
用ください。①②の駐車場からは無料シャトルバスが
30分間隔で｢土崎みなと歴史伝承館｣まで運行します。

20日＝12:00〜21:30
21日＝12:00〜23:00



４

■
行
政
管
理

公
文
書
管
理
委
員
会
委
員
▼

高
橋
秀

晴(

泉)

、
渡
辺
英
夫(

手
形)

公
立
大
学
法
人
評
価
委
員
会
委
員
▼

鐙
隆
千
代(

広
面)

■
交
通
安
全

交
通
指
導
隊
員
▼

黒
丸

孝(

将
軍

野)

、
石
川
幹
夫(

茨
島)

地
区
交
通
安
全
協
会
役
員
▼

夏
井
英

夫(

将
軍
野)

■
自
治
振
興

町
内
会
長
▼

風
間
功(

中
通)

、
進
藤

幸
男(

楢
山)

、
伊
藤
達
男(

楢
山)

、

田
中
道
生(

千
秋)

、
中
田

孝(

大

町)

、
太
田
栄
章(

下
新
城)

、
加
藤

清(

川
尻)

、
安
部
孝
一(

牛
島)

、
工

藤
忠
彦(

泉)

、
葊
嶋
清
則(

濁
川)

、

渡
邊
清
明(

土
崎
港)

、
本
間
猛(

土

崎
港)

、
石
川
和
男(

土
崎
港)

、
加

賀
谷
鉄
夫(
土
崎
港)

、
菅
原
眞
悦

(

土
崎
港)

、
小
笠
原
幹
朗(

土
崎

港)

、
加
賀
谷
宗
光(
土
崎
港)

、
渡

邊
正
巳(

土
崎
港)

、
新
保
谷
昇(

土

崎
港)

、
保
坂
勇
悦(

土
崎
港)
、
加

藤

勲(

土
崎
港)

、
大
塚
正
一(
新

屋)

、
君
川
誠
一(

新
屋)

、
赤
沼
侃

(

新
屋)

、
土
田

誠(

将
軍
野)

、
和

賀
芳
宏(

土
崎
港)

、
金
登
美
一(

外

旭
川)

、
瀬
浪
幸
雄(

外
旭
川)

、

髙
橋
勝
實(

将
軍
野)

、
鎌
田
稔
千

(

将
軍
野)

、
保
坂
仁
志(

飯
島)

、
保

坂
喜
久
雄(

飯
島)

、
北
嶋
一
美(

飯

島)

、
細
矢

了(

下
新
城)

、
佐
藤

昭
義(

仁
井
田)

、
市
村
英
夫(

仁
井

田)

、
鎌
田
悦
雄(

上
北
手)

、
渡
邉

新(

牛
島)

、
鈴
木
清(

大
住)

■
社
会
福
祉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
▼

秋
田
地
区
更
生
保

護
女
性
会
、
秋
田
中
央
里
親
会
、
喜

多
の
会
、
秋
田
市
手
話
研
究
会
、
秋

田
県
点
字
図
書
館
ほ
た
る
火
の
会

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
役
員
▼

秋

山
勇
吉(

添
川)

、
佐
藤
眞
紀
男(

新

屋)民
生
委
員･

児
童
委
員
▼

加
賀
谷
恭

悦(

寺
内)

、
三
浦
真
由
美(

上
北

手)

、
佐
々
木
寿
子
◎(

大
住)

、
赤

田
弘
子(

桜)

、
森
岡
裕
子(

仁
井

田)

、
田
子
多
津
子(

上
北
手)

、

佐
々
木
弘
昌(

河
辺)

、
阿
部
幸
子

(

飯
島)

、
榎
尚
子(

四
ツ
小
屋)

、

平
澤
由
起
子(

港
北)

、
佐
々
木
裕

美
子(

太
平)

、
髙
橋
涼
華
子(

寺
内

小)

、
渡
部
直
子(

新
屋)

、
加
賀
谷

久
美
子(

牛
島)

、
畑

志
保
子(

旭

北)

、
塚
田
江
利
子(

浜
田)

、
岸
重

法(

雄
和)

、
金
義
悦(

旭
南)

、
小

野
陵
子(

旭
南)

、
田
中
春
太(

四

ツ
小
屋)

、
富
樫
恵
子(

下
浜)

、
根

田
文
子(
築
山)

、
西
台
祥
子(

下

北
手)
、
小
玉
和
夫(

寺
内
小)

、

相
澤
金
也(

雄
和)

、
赤
坂
由
美
子

(

大
住)

、
前
川
清(

旭
南)

、
藤
島

道
子(

下
浜)

、
佐
々
木
和
佳
子(

川

尻)

、
柏
谷
清
子(

四
ツ
小
屋)

、
三

浦
博
子(

旭
南)

、
佐
藤
利
広(

河

辺)

、
杉
山
由
美
子(

旭
川)

■
保
健･

医
療

地
方
独
立
行
政
法
人
市
立
秋
田
総

合
病
院
評
価
委
員
会
委
員
▼

鈴
木
明

文(

広
面)

、
河
野
隆
治(

泉)

■
環
境

不
法
投
棄
監
視
員
▼

鈴
木
久
忠(

上
北

手)

、
佐
々
木
忠
信(

河
辺)

、
永
井

安
雄(

太
平)

、
川
村
忠
芳(

下
北
手)

■
産
業
振
興

商
業
振
興
▼

熊
谷

修(

外
旭
川)

、

平
野
史
郎(

大
町)

■
教
育･

文
化

青
少
年
育
成
▼

菊
地
峯
生(

八
橋)

、

倉
嶋
志
津
子(

寺
内)

、
小
山
田
公

子(

山
王)

、
鎌
田
栄
子(

外
旭
川)

、

安
井
緑(

土
崎
港)

、
今
野
洋
子(

新

屋)

、
中
村
伸
子(

下
北
手)

、
小
野

秀
悦(

添
川)

、
佐
藤
守(

太
平)

、

佐
々
木
寿
子
◎(

大
住)

、
安
田
道

子(

金
足)

、
加
賀
谷
匡(

河
辺)

、

松
山
順
子(

雄
和)

児
童
育
成
ク
ラ
ブ
世
話
人
▼

富
谷

勁(

大
住)

　
公
立
大
学
法
人
秋
田
公
立
美
術
大
学
理

事
長
兼
学
長
と
し
て
堅
実
な
大
学
運
営
を

実
践
さ
れ
た
ほ
か
、
大
学
院
の
設
置
や
国

際
交
流
の
拡
大
な
ど
、
同
大
学
の
発
展
に

尽
力
し
本
市
高
等
教
育
の
向
上
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

【
一
般
表
彰
】(

敬
称
略)

市外局番＝☎018

↑

　
秋
田
商
工
会
議
所
会
頭
と
し
て
本
市

商
工
業
の
振
興
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
ほ

か
、
中
心
市
街
地
の
賑
わ
い
創
出
を
目

的
に｢

こ
れ
が
秋
田
だ
！

食
と
芸
能
大

祭
典｣

を
実
施
し
秋
田
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
定
着
さ
せ
る
な
ど
、
多
岐
に
わ

た
り
本
市
の
公
益
お
よ
び
発
展
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

【
功
労
者
表
彰
】

霜
鳥
秋
則
さ
ん

(

千
秋)

三
浦
葊
巳
さ
ん

(

千
秋)

＊
か
っ
こ
内
は
住
所
で
、
民
生
委
員･

児
童
委
員
は
担
当
地
区
名
で
す
。

＊
◎
印
の
か
た
は
、
複
数
の
分
野
で
受
彰
さ
れ
て
い
る
か
た
で
す
。

　

７
月
12
日
は｢

市
の
記
念
日｣

で
す
。
明
治
22
年
７
月
12
日
の

秋
田
市
役
所
開
庁
に
ち
な
ん
で
昭
和
３
年
に
制
定
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
７
月
12
日
(水)
午
前
10
時
30
分
か
ら
あ
き
た
芸
術
劇

場
ミ
ル
ハ
ス
中
ホ
ー
ル
で
、
市
の
記
念
日
式
典
を
開
催
し
、
市

勢
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
117
人
、
６
団
体
を
表
彰
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
▼

総
務
課(
８
８
８)

５
４
２
３

市
勢
発
展
に
大
き
く
貢
献

令
和
５
年
度
秋
田
市
功
労
者



５　広報あきた　2023年７月７日号

生
涯
学
習
奨
励
員
▼

加
賀
美 

譲(

土

崎
港)

、
小
野
勲
夫(

将
軍
野)

、

保
坂
せ
い
子(

土
崎
港)

、
佐
藤
美

枝
子(

将
軍
野)

、
村
井
雅
子(

寺

内)

、
加
賀
谷
み
ち
子(

飯
島)

、

林 

多
実(

土
崎
港)

、
千
蒲 

隆(

金

足)

、
柴
田
澄
子(

河
辺)

、
戸
井
田

和
明(

河
辺)

、
堀
井
好
子(

雄
和)

■
都
市
整
備

都
市
計
画
審
議
会
委
員
▼

竹
田
勝

美(

中
通)

都
市
環
境
の
創
造
お
よ
び
保
全
に

関
す
る
審
議
会
委
員
▼

澤
田 

享(

名

古
屋
市)

■
選
挙

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
委
員
▼

伊
藤
芳
高(

山
王)

■
消
防･

防
災

自
主
防
災
組
織
▼

仁
井
田
地
区
町

内
会
長
連
絡
協
議
会

■大森山動物園☎(828)5508
■赤れんが郷土館(重要文化財建造物｢旧秋
田銀行本店本館｣のみ開放)☎(864)6851

■民俗芸能伝承館(貸出施設の利用を除く)
☎(866)7091

■旧金子家住宅☎(866)7091
■久保田城御隅櫓☎(832)1298
■旧黒澤家住宅☎(831)0285
■秋田城跡歴史資料館☎(845)1837
■旧秋田藩主佐竹氏別邸(如

じ ょ

斯
し

亭
て い

)庭園
☎(834)6300

７月12日(水)の｢市の記念日｣に
次の施設を無料開放します

↑

＊千秋美術館、佐竹史料館は改修工事中のため
休館です。

＊赤れんが郷土館の勝平得之記念館と２階企画
展示室は、展示替え期間中のため休館です。

　

同
社
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ゲ
ー
ム
会
社
と
し
て
発
足

し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ

リ
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ゲ
ー
ム
な

ど
を
始
め
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ

メ
ン
ト
性
を
生
か
し
た
、
遊

び
心
の
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
制

作
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

秋
田
事
業
所
は
７
月
に
市

内
に
設
置
し
、
来
年
４
月
開

業
。
従
業
員
は
操
業
時
５

人
、
将
来
計
画
13
人
の
予
定

で
す
。

◆
株
式
会
社
マ
イ
テ
ィ
ー
ク
ラ
フ
ト

◆
コ
グ
ニ
テ
ィ
株
式
会
社

５月31日の協定締結式で。株式会社マイティーク
ラフトの西川博成代表取締役(中央)と穂積市長と
佐竹知事。

６月５日の協定締結式で。コグニティ株式会社の
河野理愛代表取締役(中央)と穂積市長と佐竹知事。

　

同
社
は
、
Ａ
Ｉ
を
活
用

し
、
接
客
や
会
議
な
ど
の
ビ

ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
分
析
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
従

業
員
の
約
９
割
が
女
性
で
あ

り
、
在
宅
ワ
ー
ク
な
ど
の
柔

軟
な
働
き
方
の
推
進
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

秋
田
事
業
所
は
今
年
４
月

に
開
業
。
従
業
員
は
操
業
時

７
人
、
将
来
計
画
20
人
の
予

定
で
す
。

　秋田県と秋田市は、新たに次の２社を誘致企
業として受け入れることを発表しました。

問い合わせ▶企業立地雇用課☎(888)5733

誘致企業 新たに２社！

７月９日(日)は｢市の記念日｣にちなみ
クアドーム ザ･ブーン入館料が半額

▶大人520円→260円
▶中学·高校生415円→205円
▶３歳～小学生310円→155円

問▶ザ･ブーン☎(827)2301 

　８月30日(水)まで屋外25ｍプールが
オープンしています。 



◆
７
月
17
日
(月)｢

海
の
日｣

は
、
家
庭
ご

み
と
資
源
化
物
を
平
常
ど
お
り
収
集

し
ま
す　

　
　

収
集
日
に
あ
た
っ
て
い
る
地
区
の

か
た
は
お
忘
れ
な
く
。

●
問
い
合
わ
せ　

環
境
都
市
推
進
課

☎(

８
８
８)

５
７
０
９

◆
８
月
１
日
(火)
か

ら
10
月
６
日
(金)

ま
で
八
橋
運
動

公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト(

砂
入
り
人
工
芝

コ
ー
ト)

は
、
工
事
の
た
め
利
用
で
き

ま
せ
ん

●
問
い
合
わ
せ　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎(

８
８
８)

５
６
１
１

◆
９
月
１
日
(金)
か
ら
上
北
手
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、
新
し
い
施
設
へ

の
移
転
の
た
め
休
館
と
な
り
ま
す

　

移
転
後
は
10
月
上
旬
開
館
予
定
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

　

生
活
総
務
課
☎(

８
８
８)

５
６
２
５

　

秋
田
市
と
ア
メ
リ
カ･

キ
ナ
イ
半
島
郡

の
交
流
合
意
都
市
提
携
30
周
年
を
記
念

し
、
周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
講
演
会

を
行
い
ま
す(

参
加
無
料)

。

講
師･

講
演
テ
ー
マ

　

昨
年
10
月
に
、
ア
メ
リ
カ
で
の
日
本

語
教
育
推
進
の
功
績
に
よ
り
、
外
務
大

臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
、
両
都
市
の
友
好

親
善
に
寄
与
し
て
い
る
レ
イ
ト
ネ
ン
靖

子
さ
ん
か
ら｢

次
世
代
を
担
う
青
少
年
交

流
〜
秋
田
と
キ
ナ
イ
を
つ
な
ぐ
交
流
の

架
け
橋
と
し
て
〜｣

を
テ
ー
マ
に
お
話
し

い
た
だ
き
ま
す
。

日
時
▼

８
月
４
日
(金)午

前
11
時
〜
11
時
45
分

会
場
▼

市
役
所
５
階
正
庁　

先
着
▼

80
人

申
し
込
み
▼

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申
込

フ
ォ
ー
ム
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
企
画
調
整
課
へ

◆
広
報
ID
番
号 

１
０
３
８
７
４
８

Ｆ
Ａ
Ｘ(

８
８
８)

５
４
８
８

●
問
い
合
わ
せ　

　

企
画
調
整
課
☎(

８
８
８)
５
４
６
４

６市外局番＝☎018

文中の｢広報ID番号｣を、秋田市ホームページ上の
検索画面(右)に入力すると当該ページへ移行します

◆発熱などで相談先に迷ったら、秋田県新型
コロナウイルス感染症総合案内窓口へ

　かかりつけ医がいないなど、医
療機関に迷う場合は下記へご相談
ください

●文中の｢SC｣はサービスセンターの略

市役所からのお知らせ

　さて、毎冬市が除雪する市道は1,900km
以上。これは、秋田市から沖縄県宮古島ま
でに相当する距離で、雪が降る東北の主な
都市でも突出して長くなっています。
　大雪だった一昨年には、冬期３か月間で
除排雪にかかった費用の総額は約36億円
と、学校が一校建つほどの金額でした。

　さらに暖冬がすすんだとしても、雪がな
くなることはないでしょうから、雪国で
暮らす私たちには、雪とともに生きる知恵
と工夫が求められます。これから冬にかけ
て、市の除排雪を取り巻く状況などを毎月
ご紹介しながら、将来に向けた持続可能な
除排雪体制をみなさんと一緒に考えていき
たいと思います。

問い合わせ▶生活総務課☎ (888)5622

郡山市福島市山形市盛岡市八戸市青森市秋田市

秋田市から沖縄県宮古島までに相当する距離！

レ
イ
ト
ネ
ン
靖
子
氏
外
務
大

臣
表
彰
受
賞
記
念
講
演
会

　秋田市はこれまで、冬期間の安心安全な
市民生活を確保するため、市民、除排雪業
者、行政が一体となって、総合的な除排雪
体制づくりを推進してきました。

　一方、市の人口は、今年中に30万人を下
回る見込みで、65歳以上の高齢化率が20年
前の約19％から約32％まで上昇するなど、
人口減少･少子高齢化が急速に進んでいま
す。財政規模が縮小していく中、市民ニーズ
は高度化･多様化しており、除排雪体制の維
持は困難になることが予測されます。

1,906

1,591

1,245

1,539

1,225
949

1,206

東北のおもな降雪都市の除雪対象路線(㎞)

持続可能な除雪について考えよう！
〜 その① 〜

シリーズ

■ ☎(895)9176／8:00〜17:00
■ ☎(866)7050／17:00〜翌8:00



募
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
▼

秋
田
市
民
憲
章
推
進
協
議
会

事
務
局(

市
役
所
２
階)

に
あ
る
申
込
書

で
、
７
月
21
日
(金)
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

◆
広
報
ID
番
号 

１
０
０
４
２
９
２

●
問
い
合
わ
せ
　
秋
田
市
民
憲
章
推
進

協
議
会
事
務
局
☎(

８
８
８)

５
６
５
３

　

空
き
地
が
適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
な

い
と
、
害
虫
の
発
生
や
火
災
の
原
因
に

な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
所
有
者
、
管

理
者
が
雑
草
を
刈
り
取
っ
て
、
地
域
の

環
境
美
化
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
草
刈
り

機
が
必
要
な
場
合
は
無
料
で
貸
し
出
し

て
い
ま
す
の
で
、
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト

リ
防
除
室
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎(
８
２
３)

３
０
６
１

＊
刈
り
取
っ
た
草
は
、
直
接
、
総
合
環

境
セ
ン
タ
ー(

河
辺
豊
成)
へ
搬
入(

有

料)

し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　

　
公
園
課
☎(

８
８
８)

５
７
５
３

　

町
内
会
な
ど
が
行
う
、
個
性
あ
る
地

域
づ
く
り
や
課
題
解
決
に
向
け
た
活
動

を
支
援
す
る
地
域
づ
く
り
交
付
金
の
事

７　広報あきた　2023年７月７日号

　

市
有
地
を
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
売

却
し
ま
す
。

　

入
札
の
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
上
記
コ
ー
ド
か
ら

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
広
報
ID
番
号 
１
０
１
６
４
２
２

土
地
の
所
在
／
面
積
／
最
低
入
札
価
格

①
大
平
台
二
丁
目
９
番
２

／
１
千
272･

02
㎡
／
２
千
251
万
５
千
円

②
牛
島
西
一
丁
目
364
番
１

／
46･

48
㎡
／
59
万
１
千
円

入
札
日
時
▼

８
月
４
日
(金)
午
前
10
時
〜

入
札
会
場
▼

市
役
所
６
階
会
議
室
６-

Ａ

入
札
保
証
金
▼

入
札
額
の
100
分
の
５
以
上

●
問
い
合
わ
せ　

財
産
管
理
活
用
課

☎(

８
８
８)

５
４
３
９

　

町
内
会
、
老
人
ク
ラ

ブ
、
子
ど
も
会
、
職

場
、
学
校
、
個
人
な
ど

を
対
象
に
、
緑
化
コ
ン

ク
ー
ル
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
応
募

者
す
べ
て
の
花
だ
ん
を
巡
回
し
、
優
秀

な
花
だ
ん
を
表
彰
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
応

業
を
募
集
し
ま
す
。
交
付
を

希
望
す
る
団
体
は
、
各
市
民

Ｓ
Ｃ
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

対
象
事
業
▼

地
域
団
体
に
よ

る
防
災
、
防
犯
、
交
通
安

全
、
環
境
整
備･

美
化
、
世

代
間
交
流
な
ど
の
公
益
的
活

動
で
、
令
和
５
年
度
中
に
実

施
さ
れ
、
完
了
す
る
事
業

交
付
額
▼

１
件
に
つ
き
５
万
円
以
上
50
万

円
以
下

申
請
期
間
▼

７
月
18
日
(火)
か
ら

８
月
４
日
(金)
ま
で

●
問
い
合
わ
せ

▼

中
央
市
民
Ｓ
Ｃ
☎(

８
８
８)

５
６
４
３

▼

東
部
市
民
Ｓ
Ｃ
☎(

８
５
３)

１
０
６
３

▼

西
部
市
民
Ｓ
Ｃ
☎(

８
８
８)

８
０
８
０

▼

南
部
市
民
Ｓ
Ｃ
☎(

８
３
８)

１
２
１
３

▼

北
部
市
民
Ｓ
Ｃ
☎(

８
４
５)

２
２
６
１

▼

河
辺
市
民
Ｓ
Ｃ
☎(

８
８
２)

５
１
６
１

▼

雄
和
市
民
Ｓ
Ｃ
☎(

８
８
６)

５
５
５
０

　

冬
期
間
の
野
菜

や
花
き
栽
培
を
め

ざ
す
農
業
者
な
ど

を
対
象
に
、
栽
培
実
習
を
中
心
と
し
た

研
修
を
実
施
し
ま
す
。

　

受
講
は
無
料
で
す
が
、
傷
害
保
険
へ

の
加
入
、
作
業
服
な
ど
は
各
自
で
ご
準

備
く
だ
さ
い
。
定
員
は
５
人
程
度
で
、

面
接
に
よ
る
選
考
と
な
り
ま
す
。

対
象(

す
べ
て
を
満
た
す
か
た)

▼

秋
田
市
在
住
の
農
業
者
な
ど
で
、
お
お

む
ね
65
歳
以
下
の
か
た

▼

販
売
を
目
的
と
し
て
、
新
た
に
冬
期
間

の
園
芸
作
物
生
産
に
取
り
組
も
う
と
す

る
か
た

▼

心
身
と
も
に
健
康
で
、
研
修
の
全
日
程

を
受
講
で
き
る
か
た

研
修
期
間
と
場
所

10
月
５
日
(木)
か
ら
来
年
３
月
７
日
(木)
ま

で
の
毎
週
木
曜(

年
末
年
始
を
除
く)

に
、

計
22
回
を
予
定
、
午
前
10
時
〜
正
午
と

午
後
１
時
〜
３
時
に
、
園

芸
振
興
セ
ン
タ
ー(

仁
井

田)

で
栽
培
実
習

ホ
ウ
レ
ン
草
、
ア
ス
パ
ラ

菜
、
ネ
ギ
、
イ
チ
ゴ
、
ダ

リ
ア
、
カ
ン
パ
ニ
ュ
ラ
な

ど
の
播
種
、
育
苗
、
栽
培
管
理
、
出
荷

調
製
作
業
な
ど

講
義･

視
察

作
付
計
画
づ
く
り
、
作
型
と
栽
培
技

術
、
施
設
の
設
備
な
ど
。
視
察
は
、
冬

期
農
業
に
取
り
組
む
農
家
を
見
学

申
し
込
み

園
芸
振
興
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申
込
書
で
、

８
月
18
日
(金)(

必
着)

ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

◆
広
報
ID
番
号 

１
０
０
７
０
８
９

●
問
い
合
わ
せ
　
園
芸
振
興
セ
ン
タ
ー

☎(

８
３
８)

０
２
７
８

冬
期
農
業
研
修
生
を

募
集
し
ま
す

地
域
づ
く
り
交
付
金
の

二
次
募
集
を
行
い
ま
す
！

市
有
地
を
売
却
し
ま
す

市有地売却

地
域
の
雑
草
を
刈
り
取
っ
て

環
境
美
化
に
ご
配
慮
を

緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
に

ご
応
募
く
だ
さ
い
！

①
大
平
台
二
丁
目



　

小
学
６
年
生
と
中
学
生

を
対
象
と
し
た
、
平
和
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募
集
し

ま
す
。
最
優
秀
賞
作
品
受

賞
者
は
、
８
月
28
日
(月)
に
開
催
す
る｢

秋

田
市
戦
没
者
追
悼
式･
平
和
祈
念
式
典｣

の
中
で
、
朗
読
発
表
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

テ
ー
マ
▼

平
和
の
尊
さ
、
大
切
さ
に
つ
い

て(

題
名
自
由)

…
自
分
で
調
べ
た
こ
と
や

戦
争
体
験
者
か
ら
の
話
を
聞
い
た
経
験

な
ど
を
参
考
に
平
和
へ
の
思
い
を
表
し

て
く
だ
さ
い

原
稿
の
書
き
方
▼

400
字
詰
め
原
稿
用
紙
２

枚
程
度
。
作
文
用
紙
の
１
枚
目
の
１
行

目
に
題
名
、
２
行
目
に
学
校
名･

学
年･

組･

氏
名(

ふ
り
が
な)

を
、
３
行
目
か
ら

本
文
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。
応
募
者
の

自
筆(

ワ
ー
プ
ロ･

パ
ソ
コ
ン
不
可)

で
作

成
し
て
く
だ
さ
い

表
彰
▼

小･

中
学
校
の
部
ご
と
に
、
最
優

秀
賞
１
名
、
優
秀
賞
１
名
、
佳
作
若
干

名
を
選
出
し
ま
す

申
し
込
み
▼

７
月
18
日
(火)
ま
で
通
学
し
て

い
る
小･

中
学
校
ま
た
は
福
祉
総
務
課
地

域
福
祉
推
進
室
へ

〒
０
１
０-

８
５
６
０　

秋
田
市
役
所
福

祉
総
務
課
地
域
福
祉
推
進
室

●
問
い
合
わ
せ　

福
祉
総
務
課
地
域
福

祉
推
進
室
☎(

８
８
８)

５
６
６
１

　

夏
休
み
期
間
は
、
子
ど
も
が
日
中
も

外
で
遊
ぶ
機
会
が
増
え
る
こ
と
か
ら
、

子
ど
も
と
の
接
触
事
故
の
リ
ス
ク
が
高

ま
り
ま
す
。
運
転
中
は
急
な
飛
び
出
し

な
ど
に
注
意
し
、
信
号
の
な
い
横
断
歩

道
で
は
徐
行
と
歩
行
者
フ
ァ
ー
ス
ト
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
子
ど
も
た

ち
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
、
夏
休

み
前
に
家
庭
で
も
交
通
ル
ー
ル
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

☆
７
月
は｢

シ
ー
ト
ベ
ル
ト･

チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
着
用
推
進
運
動
強
調
期
間｣

　

後
部
座
席
で
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用

は
、
万
が
一
の
事
故
の
際
に
自
分
の
被

害
を
軽
減
す
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
が

運
転
席
や
助
手
席
へ
投
げ
出
さ
れ
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
で
前
席
の
人
の
命
を

守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
は
必
ず
全
て
の
席
で
着
用
し

ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ　

　

交
通
政
策
課
☎(

８
８
８)

５
７
６
６

　

令
和
５
年
２
月
28
日
ま
で
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
作
成
申
込
を
行
っ
た

か
た
を
対
象
に
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の

申
請
期
限
が
９
月
末
ま
で
延
長
さ
れ
て

い
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
申
請
の
手
続
き
が

お
済
み
で
な
い
か
た
は
期
限
ま
で
に
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

期
限
間
近
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

受
取
窓
口
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
ま
だ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
受

け
取
ら
れ
て
い
な
い
か
た
は
早
め
の
受

け
取
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
▼

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
＝
国
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０-

９
５-

０
１
７
８

▼

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
に

つ
い
て
＝
市
民
課
☎(

８
８
８)

５
７
１
７

　

無
料
で
写
真
を
撮
影
し
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
が
申
請
で
き
る
申
請
サ

ポ
ー
ト
を
左
記
の
市
民
Ｓ
Ｃ
で
期
間
限

定
で
行
い
ま
す
。
運
転
免
許
証
、
健
康

保
険
証
な
ど
本
人
確
認
書
類
を
お
持
ち

く
だ
さ
い(

カ
ー
ド
の
交
付
は
後
日
、
市

役
所
１
階
市
民
課
や
各
市
民
Ｓ
Ｃ
で
行

い
ま
す)

。

会
場
と
日
程(

時
間
は
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
、
⑤･

⑥
の
み
正
午
ま
で)

①
東
部
市
民
Ｓ
Ｃ
…
７
月
11
日
(火)

②
南
部
市
民
Ｓ
Ｃ(

御
野
場)

　
　
　
　
　
　
　

…
７
月
12
日
(水)

③
西
部
市
民
Ｓ
Ｃ
…
７
月
13
日
(木)

④
北
部
市
民
Ｓ
Ｃ
…
７
月
19
日
(水)

⑤
河
辺
市
民
Ｓ
Ｃ
…
７
月
20
日
(木)

⑥
雄
和
市
民
Ｓ
Ｃ
…
７
月
21
日
(金)

＊
14
歳
以
下
の
か
た
が
申
請
す
る
場
合

は
保
護
者
の
同
意
が
必
要
で
す
。

＊
身
分
証
を
お
持
ち
で
な
い
か
た
や
申
請

者
の
ご
家
族
様
分
な
ど
、
ご
自
宅
で
申

請
で
き
る
よ
う
、
申
請
書
の
後
日
郵
送

を
申
し
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

　

市
民
課
☎(

８
８
８)

５
７
１
７　

　

雄
物
川
の
環
境
を
保
全
す
る
た
め
、

流
域
８
市
町
村
の
住
民
が
一
斉
清
掃
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
秋
田
市
は
７
月
23

日
(日)
の
午
前
８
時
か
ら
９
時
ま
で
、
雄

物
川
右
岸
秋
田
大
橋
茨
島
側
と
Ｊ
Ｒ
羽

越
線
鉄
橋
の
間
で
行
い
ま
す
。

申
し
込
み
▼

７
月
18
日
(火)
ま
で
環
境
保
全

課
へ
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
参
加
者

の
氏
名
、
代
表
者
の
電
話
番
号
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

Ｅ
メ
ー
ル ro

-evp
l@

city.akita.lg.jp

●
問
い
合
わ
せ　

　

環
境
保
全
課
☎(

８
８
８)

５
７
１
１

文中の｢広報ID番号｣を、秋田市ホームページ上の
検索画面(右)に入力すると当該ページへ移行します 市外局番＝☎018 ８

●文中の｢SC｣はサービスセンターの略

市役所からのお知らせ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
サ
ポ
ー
ト
を
実
施

み
ん
な
で
雄
物
川
を
き
れ
い

に
し
よ
う
！

小･

中
学
生
の｢

平
和
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ｣

を
募
集

７
月
11
日
(火)
▼

20
日
(木)

夏
の
交
通
安
全
運
動

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
手
続

期
限
は
９
月
末
ま
で
で
す



９ 　広報あきた　2023年７月７日号

会
場
▼

市
立
病
院
５
階
講
堂

　

受
講
無
料
。
④
は
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。
①
〜
③
、
⑤
は
直
接
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

①
腎
不
全
教
室　

　

泌
尿
器
科
医
師
か
ら
血
液
透
析
、
腹

膜
透
析
、
腎
移
植
に
つ
い
て
学
び
ま

す
。
日
時
▼

７
月
11
日
(火)
午
後
３
時
30
分

〜
４
時

●
問
い
合
わ
せ　

　

経
営
企
画
室
☎(

８
２
３)

４
１
７
１

②
呼
吸
教
室　

　

薬
剤
師
か
ら
吸
入
薬
の
重
要
性
に
つ

い
て
、
理
学
療
法
士
か
ら
運
動
療
法
に

つ
い
て
学
び
ま
す
。
動
き
や
す
い
服
装

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
日
時
▼

７
月
13
日

(木)
午
後
１
時
〜
１
時
40
分

●
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
☎(

８
２
３)

４
１
７
１

③
が
ん
サ
ポ
ー
ト
教
室

｢

放
射
線
治
療
っ
て
、
な
〜
に
？｣　

　

放
射
線
治
療
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

日
時
▼

７
月
20
日
(木)
午
後
２
時
〜
３
時

●
問
い
合
わ
せ　

　

医
事
課
☎(

８
２
３)

４
１
７
１

④
認
知
症
カ
フ
ェ｢

笑
顔
カ
フ
ェ｣　

　

認
知
症
看
護
認
定
看
護
師
か
ら｢

今
さ

ら
聞
け
な
い
認
知
症
の
基
本｣

を
テ
ー
マ

に
学
び
ま
す
。
医
師
や
精
神
保
健
福
祉

士
な
ど
専
門
職
に
よ
る
相
談
窓
口
も
。

日
時
▼

７
月
27
日
(木)
午
後
２
時
〜
３
時

先
着
▼

30
人　

申
し
込
み
▼

認
知
症
疾
患

医
療
セ
ン
タ
ー
☎(

８
６
６)

７
１
２
３

⑤
み
ん
な
の
健
康
広
場　

　

心
筋
梗
塞
の
予
防
と
治
療
、
呼
吸
器

感
染
症
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

日
時
▼

７
月
28
日
(金)
午
後
３
時
〜
４
時

●
問
い
合
わ
せ　

　

医
事
課
☎(

８
２
３)

４
１
７
１

　

年
を
と
っ
て
心
身
の
活
力(

筋
力
、
認

知
機
能
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
な
ど)

が

低
下
し
た
状
態
を｢
フ
レ
イ
ル｣

と
言
い
ま

す
。
健
康
寿
命
を
延
ば
す
に
は
フ
レ
イ
ル

予
防
が
大
切
で
す
。
あ
な
た
は
大
丈
夫
？ 

ま
ず
は
自
分
の
健
康
状
態
や
日
々
の
生
活

を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
！ 

　

市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
簡
易
フ
レ

イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
、
保
健
師
、
看
護
師
、

管
理
栄
養
士
、
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
相

談
コ
ー
ナ
ー
、
フ
レ
イ
ル
に
関
す
る
資

料
展
示
を
実
施
し
ま
す
。
来
場
者
に
は

プ
チ
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
ご
用
意
し
て
お
り

ま
す(

先
着
100
人)

。
入
場
無
料
。
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
▼

７
月
24
日
(月)午

前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場
▼

市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

●
問
い
合
わ
せ　

　

保
健
予
防
課
☎(

８
８
３)

１
１
７
８

◆�

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
相
談
窓
口
を
ご
利

用
く
だ
さ
い　

　

対
象
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
お
持
ち
の
か
た
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操
作
方

法
や
ア
プ
リ
の
使
い
方
な
ど
の
相
談
に

応
じ
ま
す
。
予
約
制
で
、
平
日
１
日
３

回(

定
員
各
回
１
人)

。
相
談
は
無
料
で
す

が
通
信
費
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

会
場
▼

ア
ル
ヴ
ェ
３
階
市
民
交
流
サ
ロ
ン

(

月･

火
曜)

、
市
役
所
１
階
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
相
談
窓
口(

水
〜
金
曜)

申
し
込
み
▼

(株)
Ａ
Ｌ
Ｌ-

Ａ

☎
０
８
０-

６
６
９
５-

５
０
４
１

(

平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で)

◆
無
料
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室

　

対
象
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て

い
な
い
か
た
や
、
基
本
操
作
な
ど
を
学

び
た
い
か
た
。
受
講
中
は
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
貸
し
出
し
ま
す
。

�

　　　　　　　　　　
会
場･
開
催
日
▼

▼

西
部
市
民
Ｓ
Ｃ
…
８
月
８
日
(火)

▼

北
部
市
民
Ｓ
Ｃ
…
８
月
９
日
(水)

講
習
テ
ー
マ･
時
間
▼

時
間
は
各
日
共
通

❶
電
話･

メ
ー
ル･
カ
メ
ラ･

写
真･

地
図

ア
プ
リ･

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
い
方

(

午
前
10
時
〜
正
午)

❷
カ
メ
ラ･

写
真･

地
図
ア
プ
リ･

イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
い
方･

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ(

午

後
1
時
30
分
〜
３
時
30
分)

定
員(

抽
選)

▼

各
回
10
人

申
し
込
み
▼

電
話(

平
日
午
前
９
時
〜
午

後
５
時)

、
は
が
き
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
で
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

希
望
す
る
会
場
と
講
習
テ
ー
マ
の
番
号

(

❶･

❷)

を
７
月
21
日
(金)(

必
着)

ま
で
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い(

複
数
の
講
習
を
選

べ
ま
す)

。
申
込
結
果
は
７
月
31
日
(月)
ま

で
に
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〒
０
１
０-

８
５
６
０　

秋
田
市
役
所
デ

ジ
タ
ル
化
推
進
本
部

Ｅ
メ
ー
ル ro-h

q
d
x@

city.akita.lg.jp

●
問
い
合
わ
せ　

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
本

部
☎(

８
８
８)

５
４
９
１

◆
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
操
作
体
験
会

　

対
象
は
65
歳
以
上
の
か
た
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
で
な
い
か
た
も
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

会
場･

開
催
日
▼

▼

西
部
市
民
Ｓ
Ｃ
…
７
月
12
日
(水)

▼

南
部
市
民
Ｓ
Ｃ
…
７
月
27
日
(木)

▼

東
部
市
民
Ｓ
Ｃ

…
８
月
10
日
(木)
、
９
月
６
日
(水)

時
間(

各
日
共
通)

▼

午
前
11
時
〜
午
後
０

時
30
分
、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

定
員
▼

各
回
10
人

申
し
込
み
▼

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
き
た
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
☎(

８
２
９)

５
８
０
１

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
相
談･

体
験
は
こ
ち
ら

み
ん
な
来
て
け
れ
！

フ
レ
イ
ル
予
防
の
輪わ

市
立
病
院
の

健
康
教
室

市で実施する、大腸がん･前立腺がん検診の実施医療機関が追加になりました
　▶おおくぼ脳神経･頭痛クリニック　対象年齢や料金などについては５月に全戸配布した秋田

市健診ガイドをご覧ください。●問い合わせ　保健予防課☎(883)1176

↑

↑



　

｢
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ｣

と
は
、
ご
家
庭
か

ら
提
供
さ
れ
る
食
品
を
寄
付
す
る
活
動

で
す
。
食
べ
き
れ
な
い
食
品(

生
鮮
食
品

以
外
で
賞
味
期
限
が
１
か
月
以
上
先
の

未
開
封
の
も
の)
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市

役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル
ま
で
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
日
時
▼

７
月
28
日
(金)
ま
で
の
平

日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分　

●
問
い
合
わ
せ　

福
祉
総
務
課
生
活
支

援
担
当
☎(

８
８
８)

５
６
５
９

　

｢

子
ど
も
の
福
祉
医
療
制
度｣｢

障
が
い

児(

者)

の
福
祉
医
療
制
度｣

の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
か
た
は
、
申
請
す
る
と｢

福

祉
医
療
費
受
給
者
証｣

が
交
付
さ
れ
、

診
療
の
際
に
受
給
者
証
と
健
康
保
険
証

を
一
緒
に
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と

で
、
保
険
診
療
の
自
己
負
担
分(

１
〜
３

割)

が
助
成
さ
れ
ま
す
。

◆
申
請
と
変
更
手
続
の
窓
口

①
子
ど
も
の
福
祉
医
療
制
度
は
子
ど
も

総
務
課(

市
役
所
２
階)

☎(

８
８
８)

５
６
９
１

Ｆ
Ａ
Ｘ(

８
８
８)

５
６
９
３

②
障
が
い
児(

者)

の
福
祉
医
療
制
度
は

　

障
が
い
福
祉
課(

市
役
所
１
階)

☎(

８
８
８)

５
６
６
３

Ｆ
Ａ
Ｘ(

８
８
８)

５
６
６
４

＊
①･

②
と
も
各
市
民
Ｓ
Ｃ(

中
央･

東
部

･

南
部
別
館
を
除
く)

、
駅
東
Ｓ
Ｃ
で

も
受
け
付
け
ま
す
。
①
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の｢

秋
田
市
電
子
申
請･

届

出
サ
ー
ビ
ス｣

か
ら
電
子
申
請
の
手
続

き
も
可
能
で
す
。

◆
広
報
ID
番
号 

１
０
２
６
５
３
５

｢

①
子
ど
も
の
福
祉
医
療
制
度｣

の
う

ち
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
児
童
福
祉
医
療

制
度
に
つ
い
て
は

◆
広
報
ID
番
号  

１
０
２
６
６
０
３

①
子
ど
も
の　

　

福
祉
医
療
制
度
の
対
象

▼
０
歳(

全
員)

…
入
院･

通
院
医
療
費
を

全
額
助
成
し
ま
す
。
所
得
確
認
あ
り

▼
１
〜
６
歳(
全
員)

…
入
院･

通
院
医
療

費
を
助
成
し
ま
す
。
所
得
確
認
あ
り

▼
小･

中
学
生･
高
校
生
等(

18
歳
に
達
す

る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で)

…
８
月
か
ら
制
度
を
拡
充
し
、
中
学

生
の
所
得
制
限
を
引
き
上
げ
る
と
と

も
に
、
高
校
生
等
ま
で
対
象
を
拡
大

し
ま
す
。
入
院･

通
院
と
も
に
所
得
制

限
あ
り

＊
お
子
さ
ん
が
１
歳
以
上
で
市(

区
町
村)

民
税
所
得
割
が
課
税
さ
れ
て
い
る
世

帯
は
、
自
己
負
担
分
の
半
額
を
お
支

払
い
い
た
だ
き
ま
す
。
０
歳
の
お
子

さ
ん
は
自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
自
己
負
担
は
、
医
療
機
関(

入
院･

通

院
そ
れ
ぞ
れ)

や
薬
局
ご
と
に
月
額

１
千
円
が
上
限
で
す
。

▼
ひ
と
り
親
家
庭
、
父
母
が
い
な
い
家

庭
、
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
が
い

に
あ
る
家
庭(

ひ
と
り
親
家
庭
等
児
童

福
祉
医
療
制
度)

…
18
歳
ま
で
の
お
子

さ
ん(

18
歳
に
達
す
る
日
以
後
最
初
の

３
月
31
日
ま
で)

が
対
象
で
す
。
所
得

制
限
あ
り
。
お
子
さ
ん
が
就
職
な
ど

で
、
社
会
保
険
本
人(

※)

に
な
る
と
該

当
し
ま
せ
ん

②
障
が
い
児(

者)

の

　

福
祉
医
療
制
度
の
対
象

▼
重
度
心
身
障
が
い
児(

者)

　

身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
３
級
か
療
育

手
帳
Ａ
を
お
持
ち
の
か
た
。
社
会
保

険
本
人(

※)

は
所
得
制
限
あ
り

▼
高
齢
身
体
障
が
い
者

　

65
歳
以
上
で
身
体
障
害
者
手
帳
４
〜

６
級
を
お
持
ち
の
か
た
。
所
得
制
限

あ
り
。
社
会
保
険
本
人(

※)

は
該
当
し

ま
せ
ん

※
＝
秋
田
市
国
民
健
康
保
険
、
国
民
健
康

保
険
組
合
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
以

外
の
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の
こ
と

◆
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
の
更
新
に

　

必
要
な
書
類
を
お
送
り
し
て
い
ま
す

　

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
は
、
毎
年
８

月
１
日
に
更
新
さ
れ
ま
す
。
次
の
と
お

り
該
当
す
る
か
た
に
、
そ
れ
ぞ
れ
届
出

書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　

届
出
書
を
期
限
ま
で
に
提
出
し
た
場

合
、
７
月
下
旬
に
支
給
判
定
結
果
を
お

知
ら
せ
し
ま
す(

受
給
対
象
者
に
は
新
し

い
受
給
者
証
を
同
封
し
ま
す)

。

▼
該
当
す
る
内
容
と
送
付
し
た
書
類

　

｢

子
ど
も
福
祉
医
療
制
度｣

に
該
当

し
、
所
得
確
認
が
必
要
な
か
た

→
税
情
報
等
確
認
届

　

｢

ひ
と
り
親
家
庭
等｣

の
か
た
→
現
況
届

　

｢

障
が
い
児(

者)｣

の
か
た→

更
新
申
請
書

◆
新
規
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　

新
た
に
受
給
者
証
を
申
請
す
る
場
合

は
、｢

子
ど
も
福
祉
医
療
制
度｣

が
７
月
３

日
(月)
か
ら
、
そ
れ
以
外
の
か
た
は
７
月
10

日
(月)
か
ら
、
上
記
の
子
ど
も
総
務
課
ま
た

は
障
が
い
福
祉
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

＊
８
月
か
ら
の
制
度
拡
充
に
伴
い
、
現

在
医
療
費
助
成
を
受
け
て
い
な
い
対

象
年
齢(

中
学
生･

高
校
生
等)

の
お
子

さ
ん
が
い
る
世
帯
に
は
５
月
下
旬
に

申
請
書
を
お
送
り
し
ま
し
た
。
申
請

書
を
期
限
ま
で
に
提
出
し
た
か
た
に

は
、
７
月
下
旬
に
支
給
判
定
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す(

受
給
対
象
者
に
は

新
し
い
受
給
者
証
を
同
封
し
ま
す)

。

ま
た
、
令
和
５
年
５
月
25
日
以
降
に

秋
田
市
へ
転
入
の
手
続
き
を
さ
れ
た

か
た
に
は
、
申
請
書
が
郵
送
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
窓
口
で
手
続
き
が
必

要
で
す
。

＊
令
和
４
年
度
に
所
得
制
限
を
超
え
た

た
め
該
当
し
な
か
っ
た
か
た
で
も
、

申
請
に
よ
り
今
年
度
は
該
当
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

10文中の｢広報ID番号｣を、秋田市ホームページ上の
検索画面(右)に入力すると当該ページへ移行します 市外局番＝☎018

●文中の｢SC｣はサービスセンターの略

市役所からのお知らせ

医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
助

成
さ
れ
る
福
祉
医
療
費
受
給

者
証
の
申
請
を
し
ま
し
ょ
う

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を

開
催
し
ま
す
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生
活
保
護
申
請
は
国
民
の

権
利
で
す
。
生
活
保
護
を
必

要
と
す
る
可
能
性
は
ど
な
た

に
も
あ
る
も
の
で
す
の
で
、
た
め
ら
わ

ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

保
護
第
一
課･

第
二
課

☎(

８
８
８)

５
６
６
９･
５
６
７
０

Ｅ
メ
ー
ル ro

-w
fas@

city.akita.lg.jp

　　

市
に
申
し
出
が
あ
っ
た
社
会
福
祉
法

人
が
提
供
し
て
い
る
在
宅･

施
設
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
が
軽
減
さ
れ
る｢

社

会
福
祉
法
人
利
用
者
負
担
軽
減
確
認
証｣

の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
、｢

確
認
証｣

を
お
持
ち

の
か
た
は
、
７
月
31
日
(月)
で
期
限
が
切

れ
ま
す
の
で
再
度
申
請
が
必
要
で
す
。

対
象
▼

①
〜
⑥
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

し
、
収
入
や
世
帯
状
況
、
利
用
者
負
担

な
ど
を
勘
案
し
、
生
計
が
困
難
で
あ
る

と
市
が
認
め
た
か
た
。
軽
減
割
合
は
、

利
用
者
負
担
額
の
25
％(

老
齢
福
祉
年
金

受
給
者
は
50
％)

で
す
。

①
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税

②
年
間
収
入
が
単
身
世
帯
で
150
万
円(

世

帯
員
が
１
人
増
え
る
ご
と
に
50
万
円

を
加
算)

以
下

③
預
貯
金
な
ど
の
額
が
、
単
身
世
帯
で

350
万
円(

世
帯
員
が
１
人
増
え
る
ご
と

に
100
万
円
を
加
算)

以
下

④
日
常
生
活
に
供
す
る
資
産(

住
居
な
ど)

以
外
に
活
用
で
き
る
資
産
が
な
い

⑤
負
担
能
力
の
あ
る
親
族
な
ど
に
扶
養

さ
れ
て
い
な
い(

所
得
税
や
市
町
村
民

税
の
扶
養
控
除
対
象
者
と
な
っ
て
い

な
い
こ
と)

⑥
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い

 【
軽
減
対
象
】
　

※
＝
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
を
含
む

在
宅
サ
ー
ビ
ス
…
訪
問
介
護
、
通
所
介

護
お
よ
び
地
域
密
着
型
通
所
介
護
、
短

期
入
所
生
活
介
護(

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ)

(
※)

、
定
期
巡
回･

随
時
対
応
型
訪
問
介

護
看
護
、
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
、
認

知
症
対
応
型
通
所
介
護(

※)

、
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護(

※)

、
看
護
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
、
介
護
予
防･

日
常
生

活
支
援
総
合
事
業

施
設
サ
ー
ビ
ス
…
介
護
老
人
福
祉
施
設

お
よ
び
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施

設(

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム)

＊
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
か
た
の

場
合
は
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
短
期
入

所
生
活
介
護(

※)

と
施
設
サ
ー
ビ
ス
の

介
護
老
人
福
祉
施
設
お
よ
び
地
域
密

着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
利
用
が
対

象
と
な
り
、
居
住
費(

滞
在
費)

の
全
額

を
軽
減
し
ま
す
。

申
請
方
法
▼

介
護
保
険
課(

市
役
所
２
階)

に
あ
る
申
請
書(

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可)

、
課
税
状
況
の
調

査
へ
の
同
意
書(

世
帯
全
員
の
同
意
と
自

署
が
必
要)

、
収
入
状
況
等
申
告
書
に
必

要
事
項
を
書
い
て
、
収
入･

資
産･

預
貯
金

･

扶
養
状
況
を
確
認
で
き
る
書
類
と
一
緒

に
同
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
広
報
ID
番
号 

１
０
０
４
７
９
９

●
問
い
合
わ
せ
　

　
介
護
保
険
課
☎(

８
８
８)

５
６
７
４

　

ブ
ロ
ッ
ク
や
石
な
ど
で

造
ら
れ
た
塀
は
、
年
数
と

と
も
に
老
朽
化
し
、
ひ
び

割
れ
た
り
欠
け
た
り
す
る

ほ
か
、
傾
斜
な
ど
が
生
じ
ま
す
。
倒
壊

被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
日
頃
か
ら

点
検
を
行
い
、
異
常
が
あ
る
場
合
は
、

補
強
工
事
や
撤
去
な
ど
の
安
全
対
策
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

点
検
に
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

る｢

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
点
検
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト｣

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

◆
広
報
ID
番
号 

１
０
１
９
５
７
２

◆
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の

　
除
却
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

　

小
学
校
の
通
学
路
に
面
す
る
危
険
ブ

ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
除
却
工
事
に
対
し
、

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

右
記
ID
番
号
と

同
じ)

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

対
象
▼

小
学
校
の
通
学
路
に
面
す
る
倒
壊

の
危
険
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
ブ
ロ
ッ

ク
塀
な
ど
の
所
有
者
で
、
市
税
の
滞
納

が
な
い
か
た
な
ど

補
助
金
額
▼

除
却
工
事
費
の
３
分
の
２

(

千
円
未
満
切
り
捨
て
、
上
限
20
万
円)

●
問
い
合
わ
せ　

　

建
築
指
導
課
☎(

８
８
８)

５
７
６
９

　

国
民
健
康
保
険(

国
保)

に
加
入
し
て
い

る
か
た
が
社
会
保
険
に
加
入
し
た
場
合

は
、
脱
退
の
届
出
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

社
会
保
険
の
資
格
を
喪
失
し
た
場
合
は
、

国
保
加
入
の
届
出
が
必
要
で
す
。
た
だ

し
、
任
意
継
続
へ
の
加
入
や
健
康
保
険

の
扶
養
と
な
っ
た
場
合
は
除
き
ま
す
。

◆
秋
田
市
へ
転
入
前
に

　
社
会
保
険
の
資
格
を
喪
失
し
た
か
た

　
　

前
住
所
の
市
町
村
に
国
保
加
入
の

届
出
が
必
要
で
す
。
前
住
所
で
の
手

続
き
後
、
秋
田
市
で
国
保
加
入
の
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
秋
田
市
へ
転
入
し
た
後
に
社
会
保
険

の
資
格
を
喪
失
し
た
か
た

　
　

秋
田
市
に
国
保
加
入
の
届
出
が
必

要
で
す
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
の
電

子
申
請
で
も
手
続
き
で

き
ま
す
。
下
記
コ
ー
ド

か
ら
ど
う
ぞ
。

●
問
い
合
わ
せ
　
国
保
年
金
課
国
保
年

金
資
格
担
当
☎(

８
８
８)

５
６
３
３

社
会
福
祉
法
人
利
用
者
負
担

軽
減
確
認
証
の
申
請
を

令和５年６月１日現在〈令和２年国勢調査の結果を反映した数値〉

１年前の人口▶303,821人300,898人(-121)…男▶142,153人(-74)　女▶158,745人(-47)

５月分…出生▶135人  死亡▶364人  転入▶538人  転出▶430人 世帯数▶139,078(+40)

秋田市
の人口

＊( )内は前月比です。

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の

倒
壊
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

生
活
保
護
を

申
請
し
た
い
か
た
へ

就
職･

退
職
し
た
か
た
は

国
保
の
手
続
き
が
必
要
で
す

国保異動届



　　

８
月
31
日
(木)
ま
で
、
秋
田
県
農
薬
危

害
防
止
運
動
実
施
期
間
で
す
。

　

農
薬
の
使
用
基
準
を
守
り
、
適
切
な

使
用
や
管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、
散

布
に
あ
た
っ
て
は
、
風
向
き
や
周
囲
の

状
況
に
配
慮
し
、
飛
散
防
止
対
策
を
徹

底
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ　

農
業
農
村
振
興
課

☎(

８
８
８)

５
７
３
５

　

市
役
所
庁
舎
内
に
掲
出
す
る
広
告
を

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
掲
出
期
間

は
、
掲
出
決
定
日
か
ら
令
和
６
年
３
月

31
日
(日)
ま
で
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
広
報
ID
番
号 

１
０
０
２
０
５
４

広
告
募
集
場
所
と
枠
数

①
庁
舎
１
階 

５
枠　

Ｂ
１
サ
イ
ズ

②
庁
舎
２
階 

13
枠　

Ｂ
１
サ
イ
ズ

広
告
掲
出
料(

①
＋
②)

①
広
告
料(

１
枠
あ
た
り)

　

庁
舎
１
階
＝
月
１
万
円

　

庁
舎
２
階
＝
月
３
千
円

②
使
用
料(

１
枠
あ
た
り)

　

30
日
の
場
合
１
千
157
円

●
問
い
合
わ
せ　

財
産
管
理
活
用
課

　
　
　
　
　

☎(

８
８
８)

５
４
３
９

12文中の｢広報ID番号｣を、秋田市ホームページ上の
検索画面(右)に入力すると当該ページへ移行します 市外局番＝☎018

●文中の｢SC｣はサービスセンターの略

市役所からのお知らせ

　

原
則
①
〜
⑦
全
て
の
研
修
に
参
加
で
き

る
か
た
が
対
象
で
す
。
受
講
決
定
は
８
月

上
旬
ご
ろ
に
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

講
習
テ
ー
マ･

日
時

①
漬
物
加
工
実
習(

夏
野
菜
編
①)

…
８

月
23
日
(水)
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

②
漬
物
製
造
に
関
す
る
農
産
加
工
の
基

礎
知
識
…
10
月
30
日
(月)
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
30
分

③
漬
物
加
工
実
習(

夏
野
菜
編
②)

…
10

月
31
日
(火)
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時

30
分

④
漬
物
製
造
の
た
め
の
営
業
許
可
、
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
沿
っ
た
衛
生
管
理
…
11
月

８
日
(水)
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

⑤
漬
物
加
工
実
習(

秋
冬
野
菜
編)

…
11

月
28
日
(火)
午
前
10
時
〜
正
午

⑥
原
価
計
算
の
考
え
方
…
12
月
４
日
(月)

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

⑦
食
品
表
示
、
栄
養
成
分
表
示
の
計
算

方
法
…
２
月
末
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

＊
①
③
⑤
は
実
習
で
材
料
費
負
担
あ

り
、
②
④
⑥
⑦
は
講
座
。

会
場
▼

園
芸
振
興
セ
ン
タ
ー(

仁
井
田)

定
員
▼

10
人(

選
考)

申
し
込
み
▼

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
、
住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
、
職
業
、
電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
、
現
在
栽
培
し
て
い
る
作
物
、

現
在
製
造
し
て
い
る
加
工
品
を
７
月
19

日
(水)(

必
着)

ま
で
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

〒
０
１
０-

８
５
６
０　

秋
田
市
役
所
産
業
企
画
課

Ｆ
Ａ
Ｘ(

８
８
８)

５
７
２
３

Ｅ
メ
ー
ル ro-agm

n
@

city.akita.lg.jp

●
問
い
合
わ
せ　

　

産
業
企
画
課
☎(

８
８
８)

５
７
２
５

　
◆
市
内
産
品
な
ど
の
海
外
展
開
に
補
助
金

　

海
外
向
け
商
談
会
な
ど
へ
の
出
展
や

オ
ン
ラ
イ
ン
商
談
会
な
ど
に
参
加
す
る

市
内
企
業
に
対
し
、
商
品
輸
送
費
や
現

地
で
の
販
売
促
進
活
動
費
な
ど
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す(

対
象
経
費
の
２
分

の
１
、
上
限
40
万
円)

。

　

補
助
対
象
経
費
や
申
請
に
必
要
な
資

格
な
ど
、
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
請
受
付
▼

９
月
29
日
(金)
ま
で

◆
広
報
ID
番
号 

１
０
０
７
１
１
５

◆
コ
ン
テ
ナ
輸
送
に
奨
励
金

　

秋
田
港
か
ら
コ
ン
テ
ナ
貨
物
で
商
品

類
を
輸
出
入
し
て
い
る
市
内
企
業
の
う

ち
、
年
度
内
実
績
が
50
Ｔ
Ｅ
Ｕ(

＝
容
量

の
単
位)
未
満
の
荷
主(

混
載
荷
主
は
除

く)

へ
奨
励
金
を
支
給
し
ま
す
。

１
Ｔ
Ｅ
Ｕ
あ
た
り
の
奨
励
金
額

(
１
企
業
５
Ｔ
Ｅ
Ｕ
ま
で)

・
ド
ラ
イ
コ
ン
テ
ナ
＝
５
万
円

・
リ
ー
フ
ァ
ー
コ
ン
テ
ナ
＝
７
万
円

申
請
受
付
▼

９
月
29
日
(金)
ま
で

◆
広
報
ID
番
号 

１
０
０
７
１
１
６

●
問
い
合
わ
せ　

商
工
貿
易
振
興
課

☎(

８
８
８)

５
７
３
０

　

｢

建
設
業
者
が
飲
食
店
を
開
店｣｢

キ
ッ

チ
ン
カ
ー
で
の
販
売
を
開
始｣｢

セ
ル
フ

レ
ジ
を
導
入｣

な
ど
新
分
野
進
出
や
業
態

転
換
な
ど
に
取
り
組
む
中
小
企
業
や
個

人
事
業
主
を
支
援
し
ま
す
。

対
象
要
件

　

市
内
に
事
業
所･

店
舗
な
ど
が
あ
り
、

１
年
以
上
営
業
を
行
っ
て
い
る
こ
と

対
象
と
な
る
取
り
組
み

　

新
分
野
進
出(

新
た
な
市
場
へ
の
進
出

な
ど)

、
業
態
転
換(

商
品･

サ
ー
ビ
ス
の

提
供
方
法
の
変
更
な
ど)

、
生
産
性
向
上

(

商
品
の
付
加
価
値
向
上
、
業
務
の
効
率

化
な
ど)

補
助
内
容

　

補
助
率
３
分
の
１(

上
限
50
万
円)

補
助
対
象
経
費

　

工
事
費
、
設
備
導
入
費
、
試
作
費
、

広
告
宣
伝
費
、
専
門
家
へ
の
謝
金
や
旅

費
な
ど

＊
パ
ソ
コ
ン
や
デ
ジ
カ
メ
、
一
般
車
両

の
購
入
費
な
ど
汎
用
性
の
高
い
も
の

は
対
象
外
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

商
工
貿
易
振
興
課

☎(

８
８
８)

５
７
２
６

６
次
産
業
化
農
産
加
工
技
術

講
座
研
修

海
外
販
路
の
開
拓･

拡
大
を

支
援
し
ま
す

秋
田
市
庁
舎
の

広
告
を
募
集
し
ま
す

新
分
野
進
出
な
ど
の
取
り
組

み
に
支
援
し
ま
す

｢

守
ろ
う
農
薬
ラ
ベ
ル
、

確
か
め
よ
う
周
囲
の
状
況｣

１階市民ホール横



　

日
本
遺
族
会
で
は
国
の
補
助
を
受

け
、
先
の
大
戦
で
の
戦
没
者
を
慰
霊
す

る
た
め
、
海
外
で
亡
く
な
っ
た
戦
没
者

の
遺
児
を
対
象
に
、
旧
戦
域
な
ど
で
の

慰
霊
追
悼
と
現
地
の
か
た
と
の
友
好
親

善
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
費
、
日
程
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

秋
田
県
遺
族
連
合
会

☎(

８
６
２)

８
８
２
０

　

広
島
被
爆
体
験
の
伝
承
者
や
、
土
崎
空

襲
の
体
験
者
に
よ
る
講
話
会
と
、
親
子
記

者
と
し
て
長
崎
原
爆
の
取
材
活
動
を
行
っ

た
小
学
生
に
よ
る
成
果
発
表
を
行
い
ま

す
。
入
場
無
料
。
直
接
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
ポ
ス
タ
ー
展
示
も
行
い
ま
す
。

講
演
会
な
ど

日
時
▼

７
月
22
日
(土)
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

会
場
▼

中
央
市
民
Ｓ
Ｃ
洋
室
４(

市
役
所

３
階)　

先
着
▼

80
人　

ポ
ス
タ
ー
展
示

日
時
▼

７
月
13
日
(木)
か
ら
26
日
(水)
正
午
ま

で(

24
日
(月)
を
除
く)　

会
場
▼

市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

●
問
い
合
わ
せ　

　

企
画
調
整
課
☎(

８
８
８)

５
４
６
４

　

｢

定
期
購
入
だ
と
知

ら
ず
に
契
約
し
て
し

ま
っ
た｣｢

２
回
目
の
商
品
が
届
い
て
慌

て
て
連
絡
し
た
が
、
返
品
に
応
じ
て
も

ら
え
な
か
っ
た｣

と
い
う
相
談
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
画
面
に
契
約
条
件
や
解
約

方
法
の
記
載
が
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
ら

の
条
件
に
同
意
し
て
契
約
し
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
を

回
避
す
る
た
め
に
は
、
注
文
を
確
定
す

る
前
に
画
面
の
隅
々
ま
で
よ
く
読
み
、

理
解
し
て
か
ら
注
文
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ　

市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
☎(

８
８
８)

５
６
４
８

　

子
ど
も
の
不
登
校
ま
た
は
不
登
校
傾

向
に
悩
む
保
護
者
や
教
職
員
を
対
象

に
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る
座
談
会
と
個

別
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時
▼

７
月
22
日
(土)
午
後
１
時
〜
４
時

会
場
▼

秋
田
市
教
育
研
究
所(

茨
島)

先
着
▼(

個
別
相
談
の
み)

15
組　

申
し
込
み
▼

座
談
会
は
小･

中
学
校
へ
。

個
別
相
談
は
電
話
で
学
校
教
育
課
へ

☎(

８
８
８)

５
８
０
８

13　広報あきた　2023年７月７日号

　後期高齢者医療制度に加入しているかたへ、８月１日から有効となる被保険者証(色
は緑色)を７月下旬に簡易書留でお送りします。被保険者証には、被保険者のかたの所
得に応じた自己負担割合(１〜３割)などが記載されています。なお、医療費の自己負担
割合は令和４年中の所得で改めて判定しているため、今までと違う場合があります。

問い合わせ▶後期高齢医療課☎(888)5638

　金額は令和４年中の所得などをもとに算定し、年額保険料は均等割額(一律44,310円)と所得割額
(加入者の所得に応じた分)の合算で、上限額が66万円(100円未満切り捨て)です。

■ 均等割額の軽減

■ 後期高齢者医療制度に加入する前日まで、健康保険の被扶養者だったかた(国保･国保組合の加入者は
除く)の軽減▶制度加入後２年間に限り均等割額22,155円および所得割額０円

令
和
５
年
度
の
保
険
料
軽
減

※給与･年金所得者とは、世帯
の被保険者または世帯主で、
次の①か②を満たすかた。

①給与収入が55万円超
②公的年金などの収入金額が、
64歳以下は60万円超。65
歳以上は125万円超

　医療費などが自己負担限度額までの支払いになる｢限度額適用･標準負担額減額認定証｣と｢限度額適用認
定証｣の有効期限は７月31日(月)です。継続となるかたへ、認定証を被保険者証と一緒にお送りします。新
たな対象者には、６月下旬以降に申請書をお送りします。同封する封筒でご返信ください。

後期高齢者
医療制度

所得の低いかたなどは、被保険者の総所得金額などに応じて保険料を次のとおり軽減しています。

▶８月から使う新しい｢被保険者証｣を７月下旬にお送りします

◆｢保険料額決定通知書･納入通知書｣は７月中旬にお送りします

◆｢限度額適用･標準負担額減額認定証｣｢限度額適用認定証｣をお持ちのかたへ

定
期
購
入
の
ト
ラ
ブ
ル
に

ご
注
意
！

戦
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話
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に
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ま
せ
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か
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の
ふ
れ
あ
い
相
談
会
を

行
い
ま
す



幼児期の食事の講話、親子ふれあい
遊び、個別相談など。対象▶２歳から
就学前までのお子さんと保護者　
日時▶７月28日(金)10:00〜11:00
会場▶市保健センター(八橋)
先着▶10組
申込▶７月13日(木)8:30から子ども健
康課☎(883)1174

アロマでＵＶクリーム作り。
対象▶生後２〜６か月のお子さんと初
めて子育てをしている保護者
日時▶７月26日(水)10:00〜11:00　
会場▶北部市民SC２階和室１
材料費▶500円　先着▶４組
申込▶７月10日(月)9:30から北部子育
て交流ひろば☎(893)5985

栄養バランスのとれた保育所給食の
人気メニュー作り♪
対象▶お家で２〜３歳のお子さんを子
育てしている保護者。お子さんもご
一緒にどうぞ(調理中、お子さんは保
育士と一緒に遊んで待ちます)
日時▶８月９日(水)10:00〜12:00　
会場▶南部市民SC　先着▶10組　
申込▶７月11日(火)10:00から河辺保
育所☎(882)3056

妊婦さんや就学前のお子さんがいる
ご家庭を対象に、子育ての悩みや保
育所入所などの相談に応じます。
会場と相談日(時間は10:00〜12:00)
中央子育て交流ひろば▶７月11日(火)
南部子育て交流ひろば▶７月26日(水)
北部子育て交流ひろば▶７月27日(木)
問▶子ども未来センター☎(887)5340

手作りおもちゃやふれあい遊びなど、
すぐに実践できる遊びを学びます。
対象▶主任児童委員、親子のつどい
代表者、子育て支援団体代表者、
ファミリーサポートセンター協力
会員、子ども未来センター子育て
ボランティアなど　日時▶７月26日
(水)10:00〜12:00　会場▶アルヴェ
４階洋室C　定員▶20人
申込▶子ども未来センター

☎(887)5340

風邪や感染性の病気にかかっている
ときはご遠慮ください。
問▶子ども健康課☎(883)1174
★４･７･10か月児健診　
対象▶４･７･10か月になった日か
ら、それぞれ５か月、８か月、11か
月になる前日までのお子さん　

会場▶母子健康手帳別冊に記載した協
力医療機関　
★１歳６か月･３歳児健診(小児科･歯科)
医療機関での個別健診です。８月の
対象は、令和４年１月生まれ(１歳７
か月)、令和２年２月生まれ(３歳６か
月)です。受診券を７月末までに個別
に郵送します。なるべく３か月以内
にお受けください。

太字の(　)内はお子さんの対象。問い
合わせ先の◎は各地区の主任児童委
員さんの印です。
★とんとんクラブ(就学前)　
７月10日(月)10:00〜11:30、下北
手児童センターで。水遊び♪
問▶◎伊藤さん☎090-6683-1727
★築山きりんクラブ(就園前)　
７月12日(水)10:00〜11:30、築山
児童センターで。救急救命講習会。
申込▶◎我満さん☎090-2276-6706
★すこやか広面(就学前)　
７月14日(金)10:30〜11:30、広面
児童館で。保険料１家族50円。夏祭
りごっこ。
問▶◎大嶋さん☎080-3392-7880
★あおぞらキッズ(就学前)
７月23日(日)10:00〜11:30、外旭
川児童センターで。先着10組。中学
生と遊ぼう。
申込▶◎斉藤さん☎(868)5301
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市外局番＝☎018
＊スペースの都合などにより、｢育児コーナー｣に掲載依頼があったすべてを
掲載できない場合があります。ご了承ください。

メディカルアロマ

｢※｣印＝各市民SC内の施設が会場です。申込時にご確認ください

　　＝要申込の催しで、申込開始日です申親 子 で 遊 ぼ う ！

７/19(水)10:30〜10:50

子ども未来センター
☎(887)5340

おはなし会(就学前)

ぽかぽかるーむ(就学前)※ エプロンシアター南部子育て交流ひろば☎(838)1216 申 ７/18(火) ９:00〜７/26(水)10:30〜11:00

上記コードから
アクセスを

７/11(火)10:30〜11:00 絵本の読み聞かせ

催し(お子さんの対象) 内　容　／　定　員 日　　時会　　場

よちよち広場
(７か月〜１歳６か月)

小さな小さな演奏会〜ハーモニカ
の音にふれて〜 ／先着各20組

７/20(木)①10:15〜 ②10:50〜 
申 ７/12(水)10:00〜

ぴよぴよ広場
(２〜６か月)

パパ向けベビーマッサージ
　　　　　　／先着12組

７/29(土)10:30〜11:30
申 ７/21(金)10:00〜

ぱるぱるルーム(就学前)※ 親子でふれあい遊び／先着12組

東部子育て交流ひろば

☎(853)1082

おはなしの部屋(就学前) ７/13(木)10:15〜10:30 手遊びや絵本の読み聞かせ／当日先着10組

申 ７/12(水) ９:00〜

はかってみようday(就学前) 身長と体重を測ろう／当日先着20組北部子育て交流ひろば☎(893)5985 ７/19(水)10:30〜11:00

フォンテ文庫
☎(893)6167

ぱくぱく元気教室

おいしい給食つくっちゃお！

乳幼児健康診査

子育て支援者研修会
♪地域で育児♪

子育てナビゲーターの巡回相談

子ども未来センター

７/15(土)10:30〜12:00パンダのえほん修理屋さん(どなたでも) 破損した絵本の修理

作ってあそぼう工作会(２歳〜小２) ７/15(土)11:30〜12:00｢すいかのヨーヨー｣作り

親子で楽しむわらべうた(０〜３歳) 絵本の読み聞かせも／当日先着10組 ７/25(火)11:00〜11:30

フォンテ文庫アニバーサリースペシャル
(３歳〜就学前)

｢なつのえんにち｣輪投げや魚
つりであそぼう！ ／先着30組 申 ７/22(土)10:00〜７/29(土)14:00〜15:20



◆会場が東部市民SC２階和室１･２
対象▶生後６〜11か月のお子さんと
保護者　日時▶７月26日(水)10:00〜
11:00　先着▶10組　
申込▶７月20日(木)9:00から東部子育
て交流ひろば☎(853)1082
◆会場が西部市民SC２階和室
対象▶生後４〜８か月のお子さんと
母親　日時▶７月27日(木)10:00〜
11:00　先着▶９組　
申込▶７月20日(木)9:00から西部子育
て交流ひろば☎(826)9007

◆会場が雄和市民SC２階洋室２
対象▶生後３か月〜１歳になる前の
お子さんと保護者　日時▶７月25日
(火)10:30〜11:30　先着▶10組
申込▶７月10日(月)9:00から雄和子育
て交流ひろば☎(886)5530
◆会場が中央市民SC和室(市役所３階)
対象▶生後３〜６か月のお子さんと
保護者　日時▶７月27日(木)10:30〜
11:30　先着▶10組
申込▶７月18日(火)9:00から中央子育
て交流ひろば☎(888)5652

歯科医師によるむし歯予防のお話と
公開相談。対象▶乳幼児と保護者
日時▶７月25日(火)10:00〜12:00
会場▶市保健センター(八橋)　
先着▶15組
申込▶子ども健康課☎(883)1174

ペアレント･トレーニングは、保護者
が子どもとのより良い関わり方を学
び、日常生活をより穏やかに送れる
ように支援するプログラムです。
対象▶言葉のやりとりができる就学前
のお子さんの親で全日程参加できる
かた　日程(いずれも木曜)▶９月７日
･21日、10月５日･19日、11月２
日･16日･30日、12月７日　時間▶
10:00〜11:30　会場▶アルヴェ４階
洋室Ｂ　定員(抽選)▶５人(託児あり)　

申込▶７月31日(月)までに子ども未来
センター☎(887)5340

保健師、栄養士、歯科衛生士が個別
相談に応じます。
対象▶乳幼児と保護者　
日時▶７月21日(金)9:00〜12:00　
会場▶市保健所(八橋)　先着▶３組　
申込▶子ども健康課☎(883)1174
＊電話相談は随時お受けします。

平日勤務などで、八橋の市保健所内
にある｢ネウボラ｣に来所が難しい妊
婦さんのために、土曜窓口を開設し
ています。
対象の妊婦さん▶妊娠届を提出するか
た、ネウボラ以外で妊娠届を提出し
たかた、転入されたかた(ネウボラで
の面談がまだのかた)
日時▶７月22日(土)9:00〜12:00
申込▶子ども健康課☎(883)1175

助産師を囲んで、妊娠･出産･子育て
などについておしゃべり♪
対象▶妊娠35週頃までの妊婦さん
日時▶７月26日(水)10:00〜11:00
会場▶市保健所(八橋)　先着▶５人　
申込▶子ども健康課☎(883)1175

助産師を囲んで一緒におしゃべり♪
対象▶産後６か月頃までの母親(お子
さんもご一緒に)　
日時▶７月27日(木)10:00〜11:30　
会場▶市保健所(八橋)　先着▶５組　
申込▶７月10日(月)8:30から子ども健
康課☎(883)1175

警察官による交通安全のお話。
対象▶就学前のお子さんと保護者
日時▶８月１日(火)10:00〜11:00　
会場▶北部市民SC２階和室２･３
先着▶10組
申込▶７月20日(木)9:30から北部子育
て交流ひろば☎(893)5985
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申し込み

▶料金の記載がないものは無料　▶申込方法がないものは直接会場へ　
▶文中｢SC｣はサービスセンターの略　

▶子育て交流ひろばの場所…中央＝市役所２階、東部･南部･
雄和＝各市民SC１階、西部･北部･河辺＝各市民SC２階　

▶子ども未来センター＝アルヴェ５階
▶子ども広場およびフォンテ文庫＝フォンテAKITA６階

　広報あきた　2023年７月７日号

検診希望日の１週間前(土･
日、祝日を除く)までに市立
病院健康管理センターへお申
し込みください。

☎(827)5084
(13:30〜15:30)

　市立病院では、来年２月
21日(水)までの毎月第１･第
３水曜に、｢夕暮れ乳がん･子
宮頸がん検診｣を実施してい
ます(１月３日(水)を除く)。
お仕事などで日中に来院でき
ないかたは、ぜひご利用くだ
さい。

秋田市に住民票があり、勤務
先などで検診を受ける機会が
ない、来年３月31日時点で
次の年齢の女性
乳がん検診▶40歳以上で偶数歳
子宮頸がん検診▶20〜39歳と
40歳以上の偶数歳

対象

17:00から開始

受付

検診料

乳がん検診▶

40〜58歳の偶数歳＝1,000円
60〜74歳の偶数歳＝1,400円
子宮頸がん検診▶

20歳＝2,100円　
21歳＝500円
22〜29歳＝2,100円
30･32･34･36･38歳＝500円
31･33･35･37･39歳＝2,100円
40〜74歳の偶数歳＝2,100円

夕暮れ
乳がん検診

子宮頸がん検診

産後のママトーク

 ペアレント･トレーニング

おしえてもらおう 子どもを守る交通安全

プレママトーク

＊14･15㌻の催しは、中止･変更になる場合があります。
＊会場では、感染予防対策にご協力をお願いします。

笑顔がいいね

♥♥ 育児 
 コーナー！

フッ化物塗布啓発講座

親子でベビーヨガ♪

親子でベビーマッサージ

育児相談

ネウボラ土曜窓口妊娠届



16市外局番＝☎018
■16･17㌻の催しは、中止または変更になる場合があります。
　また会場内では感染予防にご協力ください。

　自分の体力年齢を確認しよう！ 内履きを持って、　自分の体力年齢を確認しよう！ 内履きを持って、
直接会場へどうぞ。直接会場へどうぞ。

問い合わせ▶スポーツ振興課☎(888)5611

 【64歳までの種目】 【64歳までの種目】握力、上体起こし、長座体前握力、上体起こし、長座体前
屈、反復横とび、20ｍシャトルラン、立ち幅とび屈、反復横とび、20ｍシャトルラン、立ち幅とび
 【65歳以上の種目】 【65歳以上の種目】握力、上体起こし、長座体前握力、上体起こし、長座体前
屈、開眼片足立ち、10ｍ障害物歩行、６分間歩行屈、開眼片足立ち、10ｍ障害物歩行、６分間歩行

日時
７７月月2222日日(土)(土)
9:00〜12:009:00〜12:00

会場 CNAアリーナ★あきたCNAアリーナ★あきた

(受け付けは8:30〜)(受け付けは8:30〜)

■■参加無料参加無料■■

スポまる君のスポまる君の
体力測定体力測定

★★★
★★★

日時 ７７月月2929日日(土)(土)
9:00〜12:009:00〜12:00

会場 御所野地蔵田遺跡(弥生っこ村)御所野地蔵田遺跡(弥生っこ村)

対象 小学生(保護者同伴)小学生(保護者同伴)

　　弥生時代の生活を体験する講座として、弥生土器
を作ります。自由研究におすすめです。
　完成した土器は、野焼きして後日お渡しします。

　７月10日(月)8:30から電話また
は右のコードを読み込んで文化振
興課へ。☎(888)5607

申し
込み

参加無料／先着８組参加無料／先着８組

親子土器づくり

▶｢LOTUS FESTIVAL2023｣
▶お得に飲食できる｢グルメパスポート｣
▶｢蓮の花フォトコンテスト2023｣ など

問▶ライトアップ…秋田観光コンベンション協会☎(824)1211

19:00〜22:00
７月14日(金)▶８月31日(木)

＊８月２日(水)から６日(日)までは〜22:30。

蓮まつり公式サイト

千秋公園大手門の掘期
間
中

期
間
中

同
時
開
催
！

同
時
開
催
！

表彰など▶審査により入賞作品を決定し、上位
４賞までを対象に、９月２日(土)に行う開園50
周年記念式典内で表彰式を開催します。上位３
賞の受賞者には、新屋ガラス工房制作の｢オモ
リントロフィー｣を贈呈します

作品提出▶７月31日(月)から８月６日(日)までの
10:00〜15:00に、動物園ビジターセンター公園
エリアに直接提出するか郵送で。提出は１人１点

　今年は開園50周年を迎え
る年であることから、特別
にテーマを｢未来の動物園を
描こう｣として開催します。
動物園が用意する画用紙を用いて作品を制作
します。自宅での制作のほか、動物園内での制
作も可能です。園内で制作を行う場合、大人は
入園料730円(年間パスポート使用可能)が必要
です。詳しくは、市ホームページをご覧くださ
い。(広報ID番号 1038895)

画用紙配布▶７７月15日(土)から23日(日)までの
9:00〜16:00、大森山動物園入園ゲートで。
18日(火)から21日(金)までの10:00〜16:00
は、秋田テレビ(八橋)受付ロビーでも配布しま
す。枚数には限りがあります

問い合わせ▶☎(828)5508 大森山動物園 検索 ➡➡

申し込み▶はがきかEメールで、参加希望者全員
の氏名･ふりがな･年齢、代表者の住所･電話番
号を記載し、７月13日(木)(必着)までに｢羊毛イ
ベント｣係へお知らせください。
〒010-1654 浜田字潟端154 大森山動物園　
Eメール ro-inzo@city.akita.lg.jp

定員▶４組(応募多数の場合は抽選)

７月23日(日) 10:00〜11:30日時

小学生以上対象

　織物作家さんを講師に招き、大森山動物園に
いるヒツジから刈り取った毛を使って、羊毛
コースターを制作します。ヒツジへのエサやり
体験や作家さんの羊毛作品のプレゼントも！

材料費▶1,000円(大人は入園料730円が必要)

●大森山動物園 〜あきぎんオモリンの森〜

親と子のふれあい写生大会親と子のふれあい写生大会
〜未来の動物園を描こう〜〜未来の動物園を描こう〜

羊毛で作って知ろう羊毛で作って知ろう
ヒツジさん！ヒツジさん！

　▶蓮まつり…秋田商工会議所☎(866)6676

詳しくはこちら↓
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問い合わせ▶(一社)秋田市文化団体連盟☎(853)5596

開催日 ８月７日(月)

対象 小･中学生

教室名と時間･会場▶①日本舞踊＝11:00〜12:30、大
ホールで　②箏曲(おこと)＝13:30〜15:00、大ホール
で　③裏千家茶道＝11:00〜12:30、小ホールAで

第
66
回
秋
田
市
芸
術
祭

夏
休
み
ト
ラ
イ 大ホール大ホール

小ホールＡ小ホールＡ

申し込み▶７月20日(木)までに、Ｅメールで秋田市文化団
体連盟へお申し込みください。申込方法など詳しくは、
市ホームページをご覧ください(広報ID番号 1036357)
Ｅメール shibunkadantairenmei@vanilla.ocn.ne.jp

あきた芸術劇場ミルハスのあきた芸術劇場ミルハスの
大ホール ･小ホールで芸術文化体験！大ホール ･小ホールで芸術文化体験！

◆参加無料◆参加無料
◆定員(抽選)各50人◆定員(抽選)各50人

問い合わせ▶新屋ガラス工房☎(853)4201

(写真は展示作品のイメージ) 

日
時

 ７月７日(金)▶17日(月)
◆11日(火)は休館9:00〜16:00

　県内外で活躍する作家24
人のアクセサリー約500点を
展示･販売します。

　ガラスという素材が、作家の手
で個性的なアクセサリーに生まれ
変わります。この夏のお出かけが楽
しくなる作品を探してみませんか。

入場
無料

問い合わせ▶赤れんが郷土館☎(864)6851

申し込み▶はがきに講座名、住所、親子の氏名
とお子さんの学年、電話番号、セット申込数
を書いて、７月11日(火)から21日(金)(必着)ま
でに、〒010-0921　大町三丁目３-21 赤れ
んが郷土館

赤れんが郷土館
企画展示室

会
場

210円
(高校生以下無料)

観
覧
料

 ７月15日(土)
会
期

9:30〜16:30

▼

10月22日(日)

　赤れんが郷土館と｢油谷これくしょん｣
の所蔵品から、昔懐かしい商いの道具を
展示紹介します。

＊展示替えのため、７月10日(月)から14日(金)ま
で休館します。なお、市の記念日(７月12日)
は｢旧秋田銀行本店本館｣部分のみ観覧無料。

会場 赤れんが郷土館 新館３階研修室

日時 ８月16日(水) 13:30〜15:30

対象 小学生の親子

材料費 １セット500円(親子で２セットまで)

定員８組定員８組
(定員超過の場合は抽選)(定員超過の場合は抽選)

問い合わせ▶美大企画課☎(888)8478

秋
田
公
立

美
術
大
学
の

プ
チ
情
報
コ
ー
ナ
ー

日時 ８月10日(木)
会場 秋田公立美術大学

13:00〜17:00

対象 中学生･高校生

　天然染料を用いて、繊維に色が染まり
定着する過程を科学の視点から学び、実
際に染色しながら体験します。講師は秋
田公立美術大学准教授の森 香織さん。

申し込み▶７月31日(月)まで
に右のコードを読み込んで
お申し込みください。 科学講座(美大コース)

参
加
無
料

先
着
10
人〜天然染料の世界を体験してみよう！〜



受講料▶5,460円　先着▶15人
◆自体重トレーニング　自分の体
重を利用したトレーニング。
日時▶８月７日(月)･21日(月)、９月
４日(月)･11日(月)、18:30〜19:45　
参加費▶3,664円　先着▶20人

秋田県華道連盟花芸安達流による
生け込みを披露します。生け込み
体験も(要申込･先着５人)。作品
は７月28日(金)まで展示します。
日時▶７月22日(土)13:30〜15:00
会場▶旧秋田藩主佐竹氏別邸(如斯
亭)庭園　
入園料▶210円(高校生以下無料)　
体験の申込▶７月10日(月)9:00か
ら佐竹史料館へ。☎(863)0770

◆如
じ ょ

斯
し

亭
て い

庭園ボランティアガイド
募集　独り立ちするまで実践研修
を行います。ガイドの担当は、月
１回程度。年会費▶1,000円
申込▶７月25日(火)まで同ボラン
ティアガイドの会事務局の佐藤さ
ん☎090-2881-5866
◆｢PARKーいきるとつくるのに
わ｣｢観察する｣プロジェクト 木

き

の
岐
ま た

、エピソード募集！　クリエイ
ターの安藤隆一郎さんがかつて使
われていた民具･農具｢木の岐｣を
テーマに新たな作品を制作しま
す。｢木の岐｣の記憶やエピソード
などお持ちのかたは８月31日(木)
まで文化創造館などに設置してあ
る募集箱へ。詳しくはホームペー
ジをご覧ください。
https://akitacc.jp/event-project/

park2023　
問▶NPO法人アーツセンターあき
た☎(893)5656
＊木の岐＝山などで採取した木の

枝を加工して作る生活用具
◆日本女子テニス連盟｢わくわく
体験テニス♪PLAY&STAY｣
対象▶小学１〜３年生、テニス初
心者の４･５年生と保護者
日時 ▶８月５日 (土)･６日 (日)、
10:00〜12:00　会場▶北野田

公園アリーナ(屋内テニスコート)　
参加料▶１人1,500円　申込▶下
記のアドレスにアクセスし、７月
22日(土)までに申し込みを。
https://akita-tennis.com/altf/
問▶同連盟秋田県支部の大沼さん

☎090-4315-1086
◆あきた若者サポートステーショ
ン｢しごと塾｣　就職に向かうため
の自分をつくるプログラム。
対象▶働きたいと思っていても、
あと一歩が踏み出せないおおむね
15〜49歳のかた　日時▶毎週水
･金曜、9:00〜12:00(午後から
は、おしゃべりやゲームを楽しむ
自由参加のフリースクールも)　
会場▶市内公共施設　先着▶毎月各
10人　申込▶参加希望月の前月末
までにあきた若者サポートステー
ション☎(853)4367
きららとしょかん明徳館で｢しごと
塾｣を開催！　見学、相談お気軽に
どうぞ。日程▶７月14日(金)･19日
(水)(７月23日(日)までパネル展も
開催)
◆｢いのちの電話｣相談員養成講座
心の悩みを聴く相談員を養成しま
す。日時▶７月29日(土)から９月
16日(土)までの毎週金曜か土曜に
８回、18:30〜20:00　
会場▶県社会福祉会館(旭北)　
受講料▶8,000円　
申込▶NPO法人秋田いのちの電話
☎(823)0021(12:00〜18:00)

◆夢･未来塾｢〜高齢者が安心して暮
らす正しい認知症の知識と予防〜｣
講師は御所野地域包括支援セン
ター｢けやき会｣。オカリナ演奏会
や民謡歌謡ショーも。
日時▶７月９日(日)13:00〜　会場▶
南部市民SC　運営協力費▶500円
先着▶100人　申込▶同塾代表の花
田さん☎090-1398-7801
◆日本肝臓学会｢肝がん撲滅運動｣
公開講座〜最新の肝炎･肝がん診療〜　
日時▶７月22日(土)14:00〜16:00　
会場▶アルヴェ２階多目的ホール
定員▶60人　問▶同学会市民公開事
務局秋田大学消化器内科講座(第一
内科)☎(884)6104

◆NPO法人秋田県難病団体連絡
協議会｢医者いらずの健康長寿法｣　
講師は、すずきクリニック院長の
鈴木裕之さん。
日時▶７月15日(土)14:00〜15:30
会場▶県社会福祉会館(旭北)　
定員▶70人　申込▶７月12日(水)ま
で同事務局☎(823)6233
◆秋田大学医学部附属病院のが
んサロン｢がん相談をご存じです
か？｣　講演会とフリートーク。
日時▶７月21日(金)14:00〜15:00　
会場▶院内図書館｢ひだまり｣
問▶秋田大学医学部附属病院･地域
医療患者支援センター・がん相談
支援センター☎(884)6277
◆暮らしの保健室がんサロン　
がんと共に歩むかた(体験者)が対
象。｢もしバナゲーム〜伝えたい
私の心づもり〜｣をテーマにゲー
ムを行います。カフェタイムも。
日時▶７月21日(金)10:30〜12:00　
会場▶クロッセ秋田２階(中通)
参加費▶300円　定員▶10人
申込▶電話かＥメールでNPO法人
ホームホスピス秋田☎(853)6835
Ｅメール clara-05@helen.ocn.ne.jp
◆理学療法週間公開講座｢健康って、
リハビリって、理学療法って、？｣　
健康と理学療法の関わりについて
の講演、いいあんべぇ体操の実演
など。理学療法士になるための相
談会も。日時▶７月22日(土)10:00
〜14:00　会場▶アトリオン多目
的ホール･イベント広場　問▶秋田
県理学療法士会☎(867)1804
◆法務局の講演会＆相談会　
相続登記などをテーマに講演会と
相談会を開催します。
日時▶７月15日(土)13:00〜16:00
会場▶あきた芸術劇場ミルハス小
ホール(講演会)、研修室２･３(相
談会)　先着▶100人　申込▶秋田
地方法務局総務課☎(862)1124
◆河辺まるごと祭りのフリーマー
ケット･屋台を募集
日時 ▶９月９日(土)･10日(日)、
10:00〜15:00　会場▶河辺福祉
交流センター駐車場　申込▶河辺
の郷自治協議会☎(882)5302

＊情報チャンネルaに掲載した市関連以外の事業は、市が特に推奨するものではありません。参加内容
は、主催者に事前によくご確認ください。生じたトラブルに関して、市は責任を負いかねます。 市外局番＝☎018 18

みんなの掲示板③
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庭園 生け込み公開



◆KHJ秋田ばっけの会
対象▶ひきこもりのかたとそのご
家族　日時▶①７月８日(土)、②
15日(土)、13:30〜15:30。②は
ひきこもりのかたのみ　会場▶中
央市民SC(市役所３階)、①は洋室
２･３、②は和室１･２　問▶同会
事務局☎090-9539-2365
◆死別の苦しみ･悲しみを語る集
い｢遺族の集い｣　愛するご家族
や大切なかたを亡くされたかた
たちが集い、心の痛みを語り合
う会。日時▶７月15日(土)13:00
〜15:00。個人ケア(要予約)は
13:00〜13:40　会場▶県社会福
祉会館(旭北)　参加費▶300円
申込▶遺族の集いコスモスの会･ク
レマチスの会☎090-3207-8706
◆介護者のつどい　寝たきりや認
知症のかたなどを介護しているか
た、以前介護していたかたが対象
です。介護している上での日頃の
悩みや思いなどを語り合います。
日時▶７月19日(水)13:30〜15:00
会場▶市老人福祉センター(八橋)　
申込▶介護者のつどい代表の小野
さん☎090-9037-4482
◆傾聴サロン　お話をする機会の
少ないかたの話に、親身に耳を
傾けます。日時▶７月20日(木)、

10:10〜と12:10〜　会場▶中央
市民SC洋室２･３(市役所３階)　
申込▶傾聴ボランティア秋田･ダン
ボの会☎(862)0839
◆精神障がい者家族相談
日時▶７月21日(金)10:00〜15:00
会場▶市老人福祉センター２階(八
橋)　問▶NPO法人秋田けやき会

☎(867)1650
◆わかくさ相談電話
少年の悩みや心配事について。ア
ルヴェ５階の市少年指導センター
では来所相談にも応じます。
日時▶平日9:00〜12:00､13:00
〜16:00(月曜は10:00から)
相談電話▶(884)3868

保健予防課の職員による講話。口
腔ケアやお口の体操などの実技
も。対象▶18歳以上　
日時▶８月４日(金)10:00〜11:00　
会場▶河辺総合福祉交流センター
定員▶50人
申込▶７月10日(月)13:00から河
辺市民SC☎(882)5171

７月20日(木)に各小学校グラウン
ドなどで、朝６時台に行います。
詳しくは、秋田市スポーツ協会へ
お問い合わせを。☎(896)5331
＊岩見三内、河辺は22日(土)、勝平、
土崎、土崎南、雄和は23日(日)、

上新城、金足西は９月10日(日)に
開催します。金足東は未開催。

65歳以上が対象です。
◆体を動かそうADL体操　動きや
すい服装でお越しください。
①日時▶７月12日(水)10:00〜
12:00　会場･問▶八橋老人いこい
の家☎(862)6025
②日時▶７月19日(水)10:00〜
12:00　会場･問▶大森山老人と子
どもの家☎(828)1651
◆エコクラフトテープで作るス
ター模様の小物入れ　目打ち、
メジャー、筆記用具、エプロン
をお持ちください。日時▶７月26
日(水)、８月２日(水)、10:00〜
12:00　材料費▶700円
会場･問▶雄和ふれあいプラザ

☎(886)5071

対象は19歳以上。会場はサンラ
イフ秋田。申し込みは、７月８日
(土)10:00からサンライフへ。

☎(863)1391
◆アクアリラックス  
水中での軽運動。日時▶８月４日
(金)･25日(金)、9:15〜10:30
受講料▶1,700円　先着▶25人
◆大人の水泳教室(初心者向け)
日時▶８月４日(金)･25日(金)、９
月１日(金)･８日(金)･15日(金)･22
日(金)、10:45〜11:45
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■文中｢SC｣はサービスセンターの略。

案内･健康
悩まずにご相談ください

いきいきサロン

全市一斉ラジオ体操のつどい

　昨年度｢ポート･オブ･ザ･イヤー
2022｣を受賞した秋田港。３月に
は国際クルーズ船の寄港が再開し、

世界からも注目をあびています。全国に先駆け
て商業運転を開始した洋上風力発電事業や、絶
好の釣りスポットである北防波堤の紹介など、
日本一に輝いた秋田港の魅力をお届けします。

＊最新情報は広報広聴課ホームページで。☎(888)5471
　https://www.city.akita.lg.jp ■広報ID番号 1001367

ABS｢こんにちは秋田市から｣
AAB｢いきいき秋田市から｣

AKT｢こんばんは秋田市から｣

＊５分番組は秋田ケーブルテレビでも放送しています。

ABS｢わがまち大好き秋田
市長です｣(手話通訳放送)

エフエム秋田｢秋田市マンデー555｣

ABSラジオ｢秋田市今週のいちネタ｣

エフエム椿台｢午後スタ｣

土 11:40〜 日 11:55〜

木 15:40〜 金 15:40〜

水 22:54〜

７/16 11:40〜11:55日

月 17:55〜
火 10:25〜

水 13:20〜

テ
レ
ビ

ラ
ジ
オ

５
分
番
組

分
番
組

15

15分番組｢わがまち大好き秋田市長です｣
７/16(日)放送▶｢秋田市の宝！ 

秋田港の最新情報｣
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19　広報あきた　2023年７月７日号
18･19㌻に掲載した内容は、中止･変更になる場合があります。また、会場では感染
予防にご協力願います。

シニア世代の口腔ケア！
｢若返りの秘訣は健康なお口から｣

サンライフへGO！



申込▶往復はがき(１人１枚)に講座
名、住所、氏名、性別、電話番号
を書いて７月21日(金)(必着)まで、
〒010-0921 大町一丁目３-30 
民俗芸能伝承館☎(866)7091

講師は、J
ジ ャ イ カ

ICAツバル事務所で勤務
経験のある松舘文子さん。ツバル
の文化や環境問題などを紹介。
＊ライブ配信もあります。詳しく

は市ホームページをご覧くださ
い。広報ID番号 1038986

日時▶７月17日(月)10:30〜12:00　
会場▶きららとしょかん明徳館２階
研修ホール　先着▶40人　
申込▶きららとしょかん明徳館の
カウンターか電話☎(832)9220

藍の生葉でストールを染めます。
日時▶８月９日(水)13:30〜16:00　
会場▶下新城交流センター　
材料費▶2,000円　先着▶15人
申込▶７月11日(火)9:00から下新
城交流センター☎(873)4839

◆魚と野菜のアレンジ料理教室　 
対象▶18歳以上で両日参加できる
かた(お子さん連れは不可)　
日時▶８月５日(土)、９月２日(土)、
10:00〜13:00　会場▶卸売市場
(外旭川)　材料費など▶各1,800
円　定員(抽選)▶12人　
申込▶はがきに、講座名、住所、
氏名、年齢、電話番号を書いて７
月13日(木)(必着)まで、〒010-
0802 外旭川字待合28 あきた市
場マネジメント☎(869)5294
◆かがやきの丘ボランティア講座
あきた総合支援エリア(南ケ丘)の
視覚支援学校、聴覚支援学校、
秋田きらり支援学校による合同開
催。対象▶高校生以上
日時▶７月27日(木)･28日(金)、
10:00〜15:15　会場▶同エリア　
定員▶15人　申込▶７月12日(水)ま
で視覚支援学校
☎(889)8571･FAX(889)8575

◆そば打ち体験会
日時▶７月12日(水)9:00〜12:00
会場▶勝平地区コミュニティセン
ター　材料費▶1,200円(参加人数
などにより変動あり)　先着▶４人
申込▶７月８日(土)から麺’ｓ倶楽部
の赤沼さん☎090-6259-3871

マイロはフランス生まれのかわい
い子ウサギ。日常生活の約束事な
どを楽しく紹介する７作品を上
映。日時▶７月22日(土)、10:30〜
11:10、13:30〜14:10、15:00
〜15:40　会場▶きららとしょか
ん新屋図書館研修室　定員▶各15
人　問▶きららとしょかん新屋図
書館☎(828)4215

｢みんなで作った虹のつり橋｣｢き
もだめしのばん｣｢ねぎぼうずのあ
さたろう･出会いの宿場町｣を上映
します。対象▶小学生以下のお子
さんと保護者　
日時▶８月５日(土)10:30〜11:45
会場▶河辺総合福祉交流センター
三世代交流ホール　先着▶50人
申込▶７月25日(火)から視聴覚ライ
ブラリー ☎(882)5535(10:00
〜16:00)…７月31日(月)は除く

大衆芸能部門(大正琴･ジャズダン
ス･タップダンス･歌謡曲･フラダ
ンス)の公演。
日時▶７月９日(日)13:00〜　
会場▶あきた芸術劇場ミルハス中
ホール　入場料▶1,000円　
定員▶800人　問▶(一社)秋田市文
化団体連盟☎(853)5596

竿燈まつり体験、夏野菜収穫体
験、大森山動物園などの体験ツ
アー。会場、参加料金など、詳し
くは市ホームページをご覧くださ

い。広報ID番号 1006813
実施日▶７月28日(金)･29日(土)(１
泊２日)　定員▶20人　申込▶日本
旅行東北秋田支店☎(866)0111

市自然環境保全･体験支援事業。
対象▶就学前のお子さんとそのご
家族　
日時▶７月29日(土)10:00〜13:30　
会場▶太平山自然学習センター
参加費▶800円(お子さんは500
円)　定員(抽選)▶15組　
申込 ▶右のコードから
アクセスして７月10
日(月)9:00から17日
(月)17:00までNPO法人Akitaコド
モの森☎(827)6465

１分間じゃんけん、フロアカーリ
ングなど全５種目の遊びにチャレ
ンジしよう！
対象▶東部地域にお住まいの小学
生(引率のかたの参加も可)　
日時▶７月27日(木)10:00〜11:30
会場▶東部市民SC１階多目的ホー
ル　問▶東部市民SC☎(853)1389

◆卸売市場開放デー
新鮮な魚介類、野菜、果物などを
お求めいただけます。
日時▶７月15日(土)8:30〜11:00
会場▶卸売市場(外旭川)
問▶あきた市場マネジメント

☎(869)5294
◆2023平和コンサート
土崎空襲をテーマとした合唱曲｢つ
なぐ草の道から｣の発表など。
日時▶７月23日(日)13:00〜　
会場▶アルヴェ２階多目的ホール
定員▶200人　問▶同事務局の生田
目さん☎090-2498-5361
◆お天気フェアあきた2023　
気象台の施設見学や地震体験車、
実験コーナーなど。
日時▶７月29日(土)10:00〜15:00
会場▶秋田地方気象台(山王)　　
問▶秋田地方気象台☎(824)0376

20＊情報チャンネルaに掲載した市関連以外の事業は、市が特に推奨するものではありません。参加内容
は、主催者に事前によくご確認ください。生じたトラブルに関して、市は責任を負いかねます。 市外局番＝☎018

催　し

第66回秋田市芸術祭 四季の彩

海の日企画！ツバルについて学ぼう！

みんなの掲示板②

子ども映画鑑賞会｢フレンドリー･バニー･マイロ｣

みんなの掲示板③

草木染め教室

農村の魅力体験ツアー

夏休み子ども映写会

いーぱる“わくわく”チャレンジデー

秋田の森を家族で 遊ぼう！学ぼう！楽しもう！

秋田の森を家族で遊ぼう！



会場は、上新城の農山村地域活性
化センターさとぴあ(④は岩見三
内サロン)。申し込みは、７月11
日(火)18:00までさとぴあへ。

☎(893)3412
①梅漬けと笹巻きづくり体験
対象▶中学生以上
日時▶７月13日(木)10:00〜12:00
参加費▶1,500円(梅１㎏付き)
定員(抽選)▶15人
②親子で体験｢縄文講座とミニ土
器づくり｣　対象▶小学生以上の親
子　日時▶７月23日(日)10:00〜
12:00　参加費▶１人700円　
定員(抽選)▶15人
③南仏プロバンスの家庭料理づくり
タルトとスープを作ります。
対象▶高校生以上　日時▶７月28
日(金)10:00〜13:30　参加費▶
1,600円　定員(抽選)▶12人
④親子で体験｢岩見川の生きも
の観察会｣　岩見川で水生生物
観察をした後、会場で昼食をと
ります。対象▶小学３年生以上の
親子　日時▶７月29日(土)10:00
〜13:00　参加費(昼食付)▶１人
1,000円　定員(抽選)▶13人

書架整理の体験と先輩ボランティ
アへのインタビューなど。
対象▶小学４〜６年生(兄弟参加の
場合、下のお子さんは小３も可)
日時▶７月25日(火)、10:00〜
11:30、13:30〜15:00
会場▶きららとしょかん明徳館２
階研修ホール　先着▶各８人
申込▶７月８日(土)9:00から市民
交流サロン☎(887)5312

８月20日(日)に開催予定の大正寺
おけさまつりの総踊りの講習会。
日時▶７月11日(火)･18日(火)･25
日(火)、16:30〜17:30　会場▶

雄和市民SC２階地域文化ホール
問▶大正寺おけさ祭実行委員会の
加藤さん☎090-8781-7403

テーマは｢ありのままの自分を認め
よう｣。講師はあきたAT研究会。
日時▶７月15日(土)13:30〜15:00　
会場▶中央市民SC洋室２･３(市役
所３階)　先着▶10人
申込▶７月10日(月)9:00から生活
総務課☎(888)5650

資料館と史跡公園の探検を行いま
す。対象▶小･中学生　
日時▶７月22日(土)10:00〜12:00　
会場▶秋田城跡歴史資料館、秋田
城跡史跡公園　先着▶10人　
申込▶７月10日(月)8:30から秋田
城跡歴史資料館☎(845)1837

心肺蘇生法、止血法などの応急手
当を学びます。対象▶中学生以上
日時▶７月22日(土)9:00〜18:00　
会場▶東地区コミュニティセンター　
先着▶10人　
申込▶７月８日(土)から城東消防署
救急担当☎(832)3404

対象は市内に在住または通勤･通
学しているかた。申し込みは、７
月10日(月)12:00から(10日は39
歳以下のかたのみ受け付け)生涯
学習室へ。☎(888)5810
①パーソナルカラー体験
イエローベース･ブルーベースの
体験などを行います。
日時▶７月19日(水)19:00〜20:30　
会場▶中央市民SC洋室４(市役所
３階)　先着▶15人　
②夏を乗り切るテイクアウト薬膳
花巻(中華風蒸しパン)、夏の薬膳
おかず３種などを作ります。
日時▶７月22日(土)10:00〜13:00　
会場▶中央市民SC調理室(市役所
３階)　参加費▶1,300円　
先着▶12人　

③点字体験教室
点字図書館の特色などを学びま
す。簡易点字器を使って点字を
打ったり、読んだりします。
日時▶７月27日(木)19:00〜20:30　
会場▶中央市民SC洋室２･３(市役
所３階)　先着▶12人　

切り紙を布バッグに置き、切り抜
いた部分を染色します。
対象▶小学生と保護者　
日程と会場▶①７月26日(水)＝き
ららとしょかん新屋図書館、②７
月27日(木)＝きららとしょかん明
徳館、③８月１日(火)＝きららと
しょかん土崎図書館、④８月２日
(水)＝きららとしょかん明徳館河
辺分館、⑤８月３日(木)＝きらら
としょかん雄和図書館　
時間▶10:00〜12:00　先着▶①④
＝５組、②③＝10組、⑤＝７組　
申込▶７月11日(火)8:30から環境
都市推進課☎(888)5708

市役所からバスに乗っ
て、企業を訪問。施設
を見学し、先輩女性社
員のお話を聞きながら
未来の自分をイメージしよう！
対象▶中学･高校の女子生徒　
日時▶８月10日(木)9:00〜12:30　
会場▶秋田製錬㈱、㈱ジェイテク
トIT開発センター秋田　
先着▶20人　申込▶上のコードか
らアクセスするか電話で７月10
日(月)9:00から(一社)ドチャベン
ジャーズ☎(853)5155
 

秋田民謡４曲の歌唱を学ぶ全８回
の講座です。日程と練習曲▶①８
月10日(木)･24日(木)＝生保内節、
②９月14日(木)･28日(木)＝秋田
おばこ節、③10月12日(木)･26
日(木)＝秋田港の唄、④11月９日
(木)･23日(木)＝ひでこ節　
時間▶13:30〜15:00　会場▶民俗
芸能伝承館　定員(抽選)▶48人　
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▶料金の記載がないものは無料です　▶申込方法がないものは直接会場へ
■文中｢SC｣はサービスセンターの略。
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さとぴあで体験しよう！

図書館で本の整理をやってみよう！

コミュニケーションカフェ

青少年教室

秋田城探検教室

城東消防署の上級救命講習会

20･21㌻に掲載した内容は、中止･変更になる場合があります。また、会場では感染
予防にご協力願います。

切り紙でデザインするマイバッグ

未来を描く☆女子中高生職場見学会

秋田民謡講座

大正寺おけさまつりの踊り講習会

女子中高生職場見学会



申込▶７月10日(月)9:00から南部
市民SC別館☎(853)5735
◆親子工作教室　竹ひごと紙製の
翼やゴム動力で飛ぶ模型飛行機を
作り屋外で飛ばします(晴天時)。
対象▶小学生と保護者　日時▶７月
30日(日)9:30〜15:00　会場▶雄
和市民SC　材料費▶1,500円　先
着▶16人　申込▶７月10日(月)9:00
から雄和市民SC☎(886)5540
◆親子自然体験教室　市役所に集
合し、バスで移動します。
対象▶小学生と保護者　日時▶８月
２日(水)9:00〜16:00　会場▶元
滝伏流水、奈曽の白滝(にかほ市)
など　参加費▶１人50円　先着▶
20人　申込▶７月12日(水)9:00か
ら中央市民SC☎(888)5654
◆親子でしょっけん(食検)見学　
豚がお肉になる工程を学びます。
実際に豚の内臓に触れたり、簡
単な検査体験も。対象▶小学４〜
６年生と保護者　日時▶８月３日
(木)10:00〜12:00　会場▶食肉
衛生検査所(河辺)　先着▶６組
申込▶７月10日(月)から同検査所
☎(882)2396(9:00〜16:00)
◆わくわくチャレンジ家族｢親子
で野外体験“シーカヤックに挑
戦”｣　北部市民SCに集合し、バ
スで移動します。
対象▶小学３年生以上と保護者
日時▶８月５日(土)9:00〜15:40
会場▶あきた白神体験センター、八
峰町中浜海岸　参加費▶１人500
円　定員(抽選)▶６組　申込▶往復
はがき(親子２人１組１通)に、催
し名、住所、参加者全員の氏名
(ふりがな)、お子さんの学校名･学
年、電話番号を書いて７月14日
(金)(消印有効)まで、〒011-0945 
土崎港西五丁目３-１ 北部市民
サービスセンター☎(893)5969
◆親子リサイクル体験教室
｢ペットボトル風力発電機｣を作り
ます。空き缶収集車に乗るお仕事
体験も！参加者にはエコバックな
どを差し上げます。
対象▶小学３年生以下の親子　
日時▶７月29日(土)10:00〜12:00　
会場▶リサイクルプラザ(河辺豊

成)　先着▶10組　申込▶７月11
日(火)から秋田市総合振興公社☎
(829)4900(平日9:00〜17:00)
◆夏の親子体験教室｢ミニ四駆 製
作 走行｣　対象▶小学生の親子　
日時▶７月30日(日)9:30〜12:00
会場▶中央シルバーエリア(御所野)
参加費▶１組1,300円　定員▶24組
申込▶秋田県中央地区老人福祉総
合エリア☎(829)2151
◆親子体験教室(陶芸･七宝焼き)
対象▶小学生の親子　
日程▶①陶芸＝７月30日(日)、②
七宝焼き＝８月６日(日)　
時間▶10:00〜11:30、13:30〜
15:00　会場▶中央シルバーエリ
ア陶芸室(御所野)　参加費▶①１人
1,150円、②１人900円　定員▶各
回６組　申込▶秋田県中央地区老
人福祉総合エリア☎(829)2151
◆夏休み裁判所見学会　クイズや
法廷内での記念撮影など。対象▶
小学５･６年生と保護者　日時▶
８月１日(火)、10:00〜12:00、
13:30〜15:30　会場▶秋田地方
･家庭裁判所(山王)　先着▶各９組
申込▶７月14日(金)から21日(金)ま
で秋田地方･家庭裁判所総務課☎
(803)0181(平日8:30〜17:00)
◆夏休みお金教室　銀行内の見
学など。来年度発行予定の新し
いお札(見本)が見られます。申込
方法など詳しくは、ホームページ
をご覧ください。https://www3.
boj.or.jp/akita/　対象▶小学４〜
６年生と保護者　日時▶７月25日
(火)･27日(木)、9:30〜11:30、
７月26日(水)13:30〜15:30　
会場▶日本銀行秋田支店(大町)　
定員▶各10組　問▶日本銀行秋田
支店☎(824)7814(平日9:00〜
17:00)
◆夏休み親子鉄道教室｢鉄道を楽
しもう！素晴らしき鉄道の世界！
PART２｣　機関車･電車の種類な
ど鉄道の豆知識を学びます。対象▶
小学生以上(小学生は保護者同伴)
日時▶７月29日(土)13:00〜14:30
会場▶秋田テルサ　受講費▶1,200
円(小学生は500円)　先着▶30人　
申込▶秋田テルサ☎(826)1800

申し込みは、下のコードからアク
セスするか電話で①７月11日(火)か
ら17日(月)まで、②７月19日(水)か
ら23日(日)までに自然科学学習館
☎(887)5330(9:00〜17:00)
①科学つめあわせ便｢ガラスの科
学｣　ガラスのペーパー
ウエイト作りなど。
対象▶小学生以上(小３以
下は保護者同伴)　日時▶７月27日
(木)･28日(金)、10:00〜11:00、
13:30〜14:30　会場▶新屋ガラ
ス工房　材料費▶１人1,100円
定員(抽選)▶各10人
②THE KAGAKU〜スパゲティタ
ワーを建てよう！〜
"スパゲティ"と"ホット
ボンド"でタワーを建て
｢構造物｣の強度を学び
ます。県産業技術センターの見学
ツアーも。
対象▶小学４年生〜中学３年生　
日時▶８月２日(水)10:00〜11:30
会場▶県産業技術センター(新屋
町)　定員(抽選)▶20人

◆夏休み子ども手話教室　
対象▶小学生　
日時▶８月11日(金)10:00〜11:30
会場▶県心身障害者総合福祉セン
ター(旭北)　定員(抽選)▶25人　
申込▶Eメールで７月28日(金)まで
秋田市手話研究会の富樫さん
togashi19730730@gmail.com
問▶☎070-6559-6716
◆県立中央公園 夏休み思い出つ
くり隊　謎解きゲーム、キャンプ
ファイヤーなど。
対象▶小学生以下のお子さんと保
護者　日時▶７月29日(土)9:30〜
19:30　会場▶県立中央公園ファ
ミリーキャンプ場(雄和)
参加費▶600円(小学生は300円)
定員▶25組　申込▶電話か下記の
アドレスにアクセスし、同公園事
務所まで☎(886)3131
https://www.akisouko.com/
chuo/docs/2023061000015/

22＊情報チャンネルaに掲載した市関連以外の事業は、市が特に推奨するものではありません。参加内容
は、主催者に事前によくご確認ください。生じたトラブルに関して、市は責任を負いかねます。 市外局番＝☎018

みんなの掲示板①

自然科学学習館で体験しよう！

①科学つめあわせ便

②THE KAGAKU



川の水がどのように飲み水になる
のか、使った水をどのようにきれ
いにするのかなどについて、施設
見学や体験をしながら学びます。
上下水道局川尻庁舎(駐車場あり)
もしくは秋田駅東口に集合しバス
で移動します。詳しくは市ホーム
ページをご覧ください。

広報ID番号 1038953　
対象▶小学３〜６年生の親子　
日時▶７月29日(土)9:00〜15:30　
会場▶仁井田浄水場、秋田臨海処理
センターなど　定員(抽選)▶10組
申込▶市ホームページなどから７
月18日(火)12:00まで上下水道局
総務課　問▶☎(823)8434

新 刊 図 書 を 中 心 に 、 図 書 館 に
あったら役に立つと思う本を選
ぶ体験をします。対象は小学５
･６年生(⑤は小学５年生〜中学
２年生)。申し込みは、７月８日
(土)10:00(②は9:00)から電話か
各市立図書館のカウンターへ。
①会場がきららとしょかん新屋図書館
日時▶７月23日(日)9:30〜12:00
先着▶８人　申込▶☎(828)4215
②会場がきららとしょかん明徳館
日時▶７月23日(日)･30日(日)、
9:30〜12:00　先着▶各10人
申込▶☎(832)9220
③会場がきららとしょかん明徳館河辺分館
日時▶７月29日(土)10:00〜11:30
先着▶５人　申込▶☎(881)1202
④会場がきららとしょかん土崎図書館
日時▶７月29日(土)10:00〜12:00

先着▶10人　申込▶☎(845)0572
⑤会場がきららとしょかん雄和図書館
日時▶８月６日(日)10:00〜11:30
先着▶８人　申込▶☎(886)2853

◆親子陶芸教室　お茶碗型･小鉢
型から１つ選んで作ります。西部
市民SCに集合し、バスで移動し
ます。対象▶小学生の親子　
日時▶７月24日(月)9:20〜12:30
会場▶いやしろち(雄和)　
材料費▶１人1,700円　
先着▶８組　申込▶７月11日(火)か
ら西部市民SC☎(828)4217(平
日9:00〜17:00)
◆夏休み｢子ども陶芸教室｣
対象▶小学４〜６年生
日時▶７月26日(水)9:30〜12:00
会場▶北部市民SC陶芸工作室　
材料費▶600円　定員(抽選)▶16人
申込▶７月11日(火)から14日(金)ま
で北部市民SC☎(893)5969(平
日9:00〜17:00)

◆森で遊ぼう〜自然観察と自由工作
西部市民SCに集合し、バスで移
動します。対象▶小学生(小３以下
は保護者同伴)　
日時▶７月28日(金)8:50〜16:00　
会場▶県環境と文化のむら(五城目
町)　参加費▶１人50円
先着▶15人　申込▶７月11日(火)か
ら西部市民SC☎(828)4217(平
日9:00〜17:00)
◆みなとの学習会　海洋環境や海
の安全についての講座を行った
後、巡視船内の見学を行います。 
対象▶小学４年生〜中学生と保護者
日時▶８月９(水)10:00〜12:00
会場▶セリオンプラザ
定員(抽選)▶20人　
申込▶右のコードからア
クセスするか電話で７月

10日(月)から14日(金)まで環境総
務課☎(888)5705
◆あきたの山河･丸ごと自然体験
市自然環境保全･体験支援事業。
テント張りや火起こし、カヌー体
験を通して自然環境観察を行い
ます。集合場所は茨島河川公園。 
対象▶小学３年生以上
日時▶８月19日(土)9:00〜15:00
会場▶茨島河川公園、雄物川(仁井
田船着場〜茨島船着場)　
定員(抽選)▶24人　申込▶電話か下
記のアドレスにアクセスし、７月
８日(土)から31日(月)まで秋田パ
ドラーズの羽生さん
☎080-2844-3535
https://akita-pa.com/entry.html　

◆夏休みチャレンジ工作〜手軽に
たこを作ってみよう！
対象▶小･中学生の親子　
日時▶７月22日(土)9:30〜12:00　
会場▶河辺市民SC３階和室　
材料費▶１組200円　先着▶15組　
申込▶７月10日(月)8:30から河辺
市民SC☎(882)5171
◆親子きりえ教室　｢きりえ｣で色
紙づくりを体験。対象▶全日参加
できる小学生と保護者　日時▶７
月24日(月)･27日(木)･31日(月)、
10:00〜12:00　会場▶中央市民
SC洋室４(市役所３階)　先着▶８
組　申込▶７月10日(月)9:00から
中央市民SC☎(888)5654
◆なんぴあ子ども体験教室
①折り紙教室、②ワイヤーアート
教室〜動物の形を作ろう、③切
り絵教室から選びます(重複した
申し込みも可)。時間は10:00〜
12:00。対象▶小学生と保護者　
日程▶①＝７月28日(金)、②＝７
月29日(土)、③＝８月４日(金)
会場▶南部市民SC別館　材料費(②
のみ)▶１人500円　先着▶各10組
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▶料金の記載がないものは無料です　▶申込方法がないものは直接会場へ

表紙の
はなし

情報情報チャンネルaチャンネルa
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陶芸にチャレンジ！

■文中｢SC｣はサービスセンターの略。

親子でチャレンジ！

夏休み親子水めぐりの旅

やってみよう！選書体験 自然や環境について学ぼう

みなとの学習会

22･23㌻に掲載した内容は、中止･変更になる場合があります。また、会場では感染
予防にご協力願います。

　東日本大震災の鎮魂と復興を願う東北六魂祭を継承した｢東北絆まつり｣。今年は青森市で開催され、たくさんの観光客で
にぎわいました。秋田市からは竿燈が参加。強風の悪条件のなか見事に竿燈が上がると、観客からものすごい大歓声ものすごい大歓声が沸き
起こっていました。さぁ夏祭りの本番はこれから…祭りの熱気で今年は熱

・

い夏!?になりそう。
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